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平成２５年１２月甲良町議会定例会会議録 

平成２５年１２月５日（木曜日） 

 

◎本日の会議に付した事件（議事日程） 

第１       議席の指定及び変更 

第２       会議録署名議員の指名 

第３       会期の決定 

第４       諸般の報告 

第５ 認定第10号 平成２４年度滋賀県自治会館管理組合一般会計歳入歳出

決算の認定を求めることについて 

第６ 議案第51号 甲良町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

第７ 議案第52号 甲良町水道事業給水条例の一部を改正する条例 

第８ 議案第53号 甲良町公共下水道使用料条例の一部を改正する条例 

第９ 議案第54号 甲良町督促手数料および延滞金徴収等に関する条例の一

部を改正する条例 

第10 議案第55号 甲良町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例 

第11 議案第56号 甲良町介護保険条例の一部を改正する条例 

第12 議案第57号 甲良町公営住宅管理条例の一部を改正する条例 

第13 議案第58号 町長の専決事項の指定の一部変更について 

第14 議案第59号 彦根市と締結した定住自立圏形成協定を変更することに

つき、議決を求めることについて 

第15 議案第60号 滋賀県市町土地開発公社の解散について 

第16 議案第61号 平成２５年度甲良町一般会計補正予算（第４号） 

第17 議案第62号 平成２５年度甲良町後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第２号） 

第18 議案第63号 平成２５年度甲良町土地取得造成事業特別会計補正予算

（第２号） 

第19 議案第64号 平成２５年度甲良町下水道事業特別会計補正予算（第２

号） 

第20 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき、意見を求めることに

ついて 

第21       滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 

第22 意見書第５号 第７９回国民体育大会主会場（開・閉会式会場）を滋賀

県立彦根総合運動場一帯地域に招致を求める意見書（案） 
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第23 意見書第６号 特定秘密の保護に関する法律案を廃案にすることを求め

る意見書（案） 

第24 請願第３号 ＴＰＰ交渉からの撤退を求める請願 

第25       一般質問 

 

◎会議に出席した議員（１１名） 

   １番 山 田 裕 康 ２番 阪 東 佐智男 

   ３番 野 瀬 欣 廣 ４番 西 川 誠 一 

   ５番 濱 野 圭 市 ６番 丸 山 光 雄 

   ７番 木 村   修 ９番 丸 山 恵 二 

  １０番 金 澤   博 １１番 西 澤 伸 明 

  １２番 建 部 孝 夫  

 

◎会議に欠席した議員（１名） 

   ８番 藤 堂 一 彦 

 

◎会議に出席した説明員 

 町   長 北 川 豊 昭 教 育 長 堀 内 光 三 

 総 務 課 長 大 橋 久 和 会計管理者 中 川 愛 博 

 教 育 次 長 金 田 長 和 税 務 課 長 上 田 和 光 

 企画監理課長 中 山   進 人 権 課 長 奥 川 喜四郎 

 道の駅管理室長 茶 木 朝 雄 建設水道課長 若 林 嘉 昭 

 住 民 課 長 山 本   昇 保健福祉課長 川 嶋 幸 泰 

 学校教育課長 塚 口   博 社会教育課長 池 田 弥太郎 

 総務課参事 中 川 雅 博 産業課参事  阪 東 克 美 

 建設水道課参事 北 坂   仁 

 

◎議場に出席した事務局職員 

 事 務 局 長 陌 間   忍 書 記 宝 来 正 恵 
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（午前９時０１分 開会） 

○建部議長 ただいまの出席議員数は１１人であります。 

 議員定足数に達しておりますので、平成２５年１２月甲良町議会定例会を

開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布いたしておきましたとおりであります。 

 日程第１ 議席の指定及び変更を行います。 

 先の甲良町議会議員補欠選挙において、当選された方の議席に関連し、会

議規則第４条の規定により、配布いたしましたとおりの議席の指定及び変更

をいたします。 

 日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に、３番 野瀬議員および４番 西川議員を指名い

たします。 

 日程第３ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月１３日までの９日間といたしたいと思

いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○建部議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日から１２月１３日までの９日間と決定い

たしました。 

 次に、日程第４ 諸般の報告をいたします。 

 委員会条例第７条第１項の規定により、欠員となっていました産業建設文

教常任委員、予算・決算常任委員、議会改革特別委員、盗水疑惑特別委員に

山田議員を選任いたしましたので報告いたします。 

 これより、町長の挨拶、行政報告および提案説明を求めます。 

 町長。 

○北川町長 本日、平成２５年１２月甲良町議会定例会を招集いたしましたと

ころ、議員各位におかれましては、大変お忙しいところご出席をいただきま

して、まことにありがとうございます。 

 平成２５年度１２月定例会の開催にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げ

ます。 

 このたびの町長選挙で、町民の大変多くの皆様にご指示をいただきまして、

再び当選をさせていただきました。高席ではありますが、温かいご支援、ほ

んとうにありがとうございました。厚く御礼を申し上げます。 

 また、町長選挙と同日に行われた議会議員補欠選挙において、山田裕康さ



－4－ 

んが当選されました。まことにおめでとうございます。甲良町発展のため、

議員としての役割をしっかりと果たしていただけることを期待いたしており

ます。 

 さて、本議会は私にとりまして、２期目のスタートの議会となります。私

は、改選にあたり、４年かけて築いてきた１点の曇りもない開かれた町政の

推進を基本に、有言実行でマニフェストに取り組みますと訴えてまいりまし

た。 

 子育て支援として、中学校卒業までの医療費の無料化、育児に必要なおむ

つと粉ミルクの購入の一部補助、福祉関係では、各種ワクチンの費用助成、

障害者、産休認定者の医療費の全額補助など、教育関係では、東西小学校に

英語教師を１人ずつ配置、人権関係では、改良住宅の譲渡に向けた取り組み、

あらゆる差別を許さない人権尊重のまちづくりの推進、環境関係では、スズ

メバチの巣の駆除の補助、太陽光発電設置補助など、農業振興では、道の駅

への出荷農産物の生産者への補助、滋賀県が推奨する新品種「みずかがみ」

の栽培の推進など、商工観光振興では、地元業者の受注拡大の取り組みと併

せ、住宅リフォーム補助、湖東三山スマートインターの開通に伴い、西明寺

あるいは道の駅「せせらぎの里こうら」への集客に向けた取り組みなど、ま

ちづくりでは、総務省事業によるまちづくり協力隊設置による特産品開発、

空き家対策の取り組みなど、自治振興補助金制度の３年間の更新、防災関係

では、災害時の一時避難場所の確保や保存食を備蓄するための防災センター

建設へ向けての取り組み、各字公共施設の耐震補強工事の補助の継続など、

あらゆる分野の施策をクリーンでオープンに推進いたしてまいります。 

 どうか議員各位におかれましては、今後の町政運営におきましても、ご理

解とご協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 まず、報告事項でありますが、災害時の総合協定を１０月１７日に締結を

いたしました。鳥取県の中部定住自立圏域の１市４町と湖東定住自立圏域の

１市４町の１０市町で、災害が発生し、救助を必要とする場合は、圏域で相

互および支援をすることになりましたので報告をいたします。 

 次に、本日提案をさせていただきます案件について、その概要をご説明申

し上げます。 

 認定第１０号は、滋賀県自治会館管理組合が解散されたことに伴い、平成

２４年度滋賀県自治会館管理組合一般会計の歳入歳出決算の認定をお願いす

るものでございます。 

 議案第５１号は、国民健康保険会計の安定した運営のため、甲良町国民健

康保険税条例の一部を改正するものであります。 

 議案第５２号、議案第５３号は、消費税法および地方税法の税率の改正に
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伴い、甲良町水道事業給水条例および甲良町公共下水道使用条例の一部を改

正するものであります。 

 議案第５４号から議案第５７号は、地方税法の一部が改正されたことに伴

い、延滞金の割合の引き下げが税外収入にも適用されるため、甲良町督促手

数料および延滞金徴収等に関する条例、甲良町後期高齢者医療に関する条例

および甲良町介護保険条例ならびに甲良町公営住宅管理条例の一部を改正す

るものであります。 

 議案第５８号は、訴訟の提起および裁判上の和解ならびに調停に関するこ

とが専決で行えるよう町長の専決事項の指定の一部を変更するものです。 

 議案第５９号は、彦根市と締結した定住自立圏形成協定書の生活機能の強

化に係る政策分野に火葬場の項目を追加することにつき、議会の議決をお願

いするものです。 

 議案第６０号は、滋賀県市町土地開発公社の解散について設立団体の議会

の議決が必要でございますので、議決をお願いするものでございます。 

 次に、議案第６１号は、平成２５年度甲良町一般会計補正予算（第４号）

で、４，４５２万２，０００円を増額し、補正後の予算額を３５億８，９９

８万２，０００円とするものでございます。 

 主な内容といたしましては、歳入では、法人税および県支出金の子育て支

援環境緊急整備事業補助金などの増。歳出では、総務費で電気自動車急速充

電器設置工事、民生費では、自立支援給付システム変更事務委託、子ども子

育て制度対応システム構築業務委託、土木費で、改良住宅屋根改修工事など

の増によるものでございます。 

 議案第６２号は、平成２５年度甲良町後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第２号）で、６９万６，０００円を減額し、補正後の予算額を６，６３

７万４，０００円とするものでございます。 

 議案第６３号は、平成２５年度甲良町土地取得造成事業特別会計補正予算

（第２号）で、５０万８，０００円を増額し、補正後の予算額を６０８万２，

０００円とするものでございます。 

 議案第６４号は、平成２５年度甲良町下水道事業特別会計補正予算（第２

号）で、２００万円を増額し、補正後の予算額を４億３，１４８万２，００

０円とするものでございます。 

 諮問第１号は、人権擁護委員の内、任期満了者があり、再任をお願いいた

したく、人権擁護審議会法の定めにより、候補者の推せんについて議会の意

見を求めるものであります。 

 以上、簡単ではございますが、本日提出いたしました案件について、その

概要を申し上げました。何とぞよろしくご審議いただき、適切な認定、議決
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等を賜りますようお願いを申し上げまして、提案説明といたします。 

○建部議長 次に、日程第５ 認定第１０号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 認定第１０号 平成２４年度滋賀県自治会館管理組合一般会

計歳入歳出決算の認定を求めることについて。 

 平成２４年度滋賀県自治会館管理組合一般会計歳入歳出決算は、別冊決算

書のとおりであるので、地方自治法第２３３条第２項および同法施行令第５

条第３項の規定に基づき、監査委員の意見を付して認定を求める。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○大橋総務課長 それでは、認定第１０号 平成２４年度滋賀県自治会館管理

組合一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて説明いたします。 

 この自治会館につきましては、２５年３月３１日付で解散しました。１２

団体からなるものでございます。滋賀合同ビルの耐震化改修のために取り壊

されるということで、全て解散いたしました。 

 それでは、決算書の１ページをご覧ください。 

 平成２４年度滋賀県自治会館管理組合歳入歳出決算書、歳入の部。１款 分

担金及び負担金、収入済み額１，７４５万２，５９６円、２款 使用料及び

手数料２，６３０万３，３２８円、３款 財産収入１１万９，７４４円、４

款 繰入金１億８，２７２万６，０００円、５款 繰越金９３３万３，２２

１円、６款 諸収入７，４６０万８，３７０円。歳入合計、収入済み額３億

１，０５４万３，２５９円。 

 ２ページでございます。歳出の部。１款 議会費７万８，７８４円、２款

 総務費２億８，３６３万３，７６２円、３款 会館費２，５５９万６，７

１０円。歳出合計は、３億９３０万９，２５６円でございます。歳入歳出差

引残高１２３万４，００３円。 

 続きまして、７ページをご覧ください。 

 歳入総額３億１，０５４万３，２５９円、歳出総額３億９３０万９，２５

６円、歳入歳出差引額１２３万４，００３円。実質収支額も同額でございま

す。なお、この額につきましては、事務承継団体の野洲市に引き継がれまし

た。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 



－7－ 

○建部議長 質疑に先立ちまして、監査委員の木村議員から平成２４年度滋賀

県自治会館管理組合一般会計歳入歳出決算審査の報告を求めます。 

 木村議員。 

○木村議員 それでは、朗読させていただきます。 

 甲良町 北川豊昭様。 

 甲良町監査委員 上野安德、同木村修でございます。 

 平成２４年度滋賀県自治会館管理組合一般会計決算等審査意見書の提出に

ついて。地方自治法第２９２条において準用される同法第２３３条第２項お

よび同法施行令第５条第２項、第３項の規定に基づき、審査に付された平成

２４年度滋賀県自治会館管理組合一般会計歳入歳出決算に対する審査結果の

意見を次のとおり提出いたします。 

 審査の理由。 

 滋賀県自治会館管理組合は、昭和４３年に設立され、滋賀県自治会館の設

置、管理および運営に関する事務の共同処理を目的として設立された一部組

合であるが、平成２５年３月３１日に設置目的が終了したとして解散された。

解散後の処理については、地方自治法施行令第５条が準用され、旧組合の管

理者である野洲市長が決算を行い、各構成団体ではこの決算を監査委員の審

査を経て、議会の認定に付することと定められている。本件は、このような

理由により、決算審査を行ったものである。 

 ２、審査の対象、平成２４年度滋賀県自治会館管理組合一般会計歳入歳出

決算書。平成２４年度滋賀県自治会館管理組合一般会計歳入歳出事項別明細

書。滋賀県自治会館実質収支に関する調書。滋賀県自治会館財産に関する調

書。 

 審査の日でございますが、平成２５年１０月１８日でございました。 

 審査の結果。 

 審査に付された決算書、実質収支に関する調書、決算事項別明細書、財産

に関する調書は、地方自治法、その他の諸規定に従い作成されていること、

決算の計数についても、関係諸帳簿、証拠書類と符合して正確であることを

認めました。 

 参考資料として、最後のページに決算の概要を添付してあります。 

 以上でございます。 

○建部議長 決算審査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、認定第１０号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、これに認定することに賛成の方はご起立を願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、認定第１０号は認定されました。 

 次に、日程第６ 議案第５１号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第５１号 甲良町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 税務課長。 

○上田税務課長 議案第５１号 甲良町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例でございます。１枚めくっていただけますでしょうか。 

 甲良町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。甲良町国民健康保険税

条例の一部を次のように改正する。 

 第３条第１項中「１００分の４．８」を「１００分の５．８」に改める。

第５条中「１万８，０００円」を「２万２，０００円」に改める。第６条中

「１００分の２．２」を「１００分の２．８」に改める。第７条の２中「８，

０００円」を「１万円」に改める。第８条中「１００分の１．６」を「１０

０分の２．０」に改める。第９条の２中「９，０００円」を「１万円」に改

める。 

 これ以降の２３号以降については、軽減額の改正でございます。 

 第２３条第１号ア中「１万２，６００円」を「１万５，４００円」に改め

る。同号ウ中「５，６００円」を「７，０００円」に改める。同号オ中、「６，

３００円」を「７，０００円」に改める。同条第２号ア中「９，０００円」

を「１万１，０００円」に改める。同号ウ中「４，０００円」を「５，００

０円」に改める。同号オ中「４，５００円」を「５，０００円」に改める。

同条第３号ア中「３，６００円」を「４，４００円」に改める。同号ウ中「１，
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６００円」を「２，０００円」に改める。同号オ中「１，８００円」を「２，

０００円」に改める。 

 付則。 

 施行期日。１、この条例は平成２６年４月１日から施行する。 

 適用区分。２、改正後の国民健康保険税条例の規定は、平成２６年度以後

の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２５年度分までの国民健康

保険税については、なお従前の例による。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 西澤議員。 

○西澤議員 きのうの全員協議会でも質問をいたしましたが、それに加えて、

今日、質問いたしたいのは、現在の滞納世帯の数、加入世帯数の中の何割を

占めるのかという点。 

 そして、もう一つは、その滞納比率が県下の中でどういうランクに位置づ

けられているのかの説明をお願いしたいと思います。 

 それから、もう一つは、きのういただきました所得階層別、それから世帯

人数別平均保険額、現行と改正案の差額というところを見ているわけですけ

ども、１０３万以下の世帯が甲良町では７０．５％と、大変貧困な状況がこ

の数字の中にもあらわれています。また、滞納者の中にもこういう家庭がお

られるんだと思いますが、１世帯当たり平均保険額、これが説明がありまし

た法定減免後の金額で１人世帯、２人世帯、３人世帯、４人世帯、５人世帯、

６人世帯というように表示してありますが、この法定減免を受けた後でもこ

んだけの、例えば１人世帯で２，８０８円、６人世帯ですと１万１，４００

円。月々に直しますと、ほんのわずかなように見えます。しかし、引き上げ

るというインパクトは非常に大きいもので、滞納家庭、滞納をされずに一生

懸命、町への支払い、国保税の負担をされている方から見れば、大変な重荷

に受けとめられます。 

 その点で、この滞納の世帯数とこれから今回、引き上げるとのバランスで

どういうように考えているのかお答え、説明をお願いいたします。 

 以上、２点です。 

○建部議長 税務課長。 

○上田税務課長 まず、第１点目でございますが、国民健康保険税の滞納者数

ということでございます。全県下の状況も含めてというご質問であったと思

いますが、まず甲良町の世帯数が、平均で言いますと１，１６３所帯。日々

変わってきますので、大体これぐらいということで統計を出させていただき

まして、この内の滞納者数、世帯数でございますけども、１８４世帯という
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ことであります。国民健康保険税は、世帯主課税ということですので、何人

入っていても、その世帯主の方が納税義務者でございますので、１８４世帯

の滞納世帯があると。率で言うと、１５％余りということになっております。 

 ほかのところをちょっと調べさせていただいておりまして、数字的な世帯

数と滞納世帯数が出ておりますが、ちょっと率までは今、出しておりません

が、見ている限り、甲良町の１５％は率的には非常に高い、滞納者数率には

なっていると思います。データ的にまたお示しはできると思いますので、よ

ろしくお願いしたいなと思います。 

 そして、２点目でございますが、今回の改正によりまして、きのうの２ペ

ージ目のゼロ所帯については、３１％余り、全体であるということで、その

中で１人世帯が２，８０４円余り、１年間で上がるということですが、少な

いといえども上がるということで、滞納者に対してどのような対応をしてお

られるのかという話でございますが、先ほど申しましたように、国保会計は

非常に厳しい中で、この税率を上げないと、もう皆さんの医療費の支払いが

できない状況に陥るということにはなってはならないことでございますので、

この税率を上げないと、その支払いも滞るということで、その部分は最低限、

この税率でさせていただかないと、今後の運営ができないということになり

ます。それも含めて、滞納されている方というか、非常に支払いが困難な方

については、この額でお支払いはしていただかなければならないということ

は間違いないことでございますが、払えないという状況があるのであれば、

役場の方にご相談いただいて、もうどうしてもできないと、うちの方の調査

もさせてもらって、所得もあまりないということをうちの方で確定して判定

させてもらったら、分納での支払いということに応じて、そのあたりのとこ

ろはその人と十分協議をして、分納とかそういう形でできるかどうかを両者

で検討して払っていただく方向でやっていくしか、それしかないと考えてお

ります。 

○建部議長 西澤議員。 

○西澤議員 １番目の方は、わかりました。統計の数字が出ていると思います

ので、後で資料をいただきたいと思います。 

 ２つ目の方ですが、結局、対応で言えば分納というようになります。分納

の１回分は少なくて済みますけども、分納の総額、それから、今まで引き上

がる前までの滞納の累積、決算書で９月議会で明らかになっていますが、滞

納額は非常に大きく膨らんでいます。そういう点から見ても、次の質問はそ

のことを引き上げる上で、国保会計の厳しい状況を打開する、その意味から

負担額を引き上げるということなんですが、全国各地では、多数ではありま

せんが、一般会計からの繰り入れを増やして、その分を引き上げずに済ませ
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るということをやっている自治体が出ています。その点でも、甲良町で引き

上げずに頑張っている、それから、一般会計も繰り入れて、そういう協力を

もらう。確か、国保の滞納金額は５，０００万か６，０００万に累積をして

いたように思いますが、４，０００万弱だったかわかりませんが、数字はち

ょっと確かに覚えていませんが、その金額を払ってもらおうと思えば、やは

りその協力が必要なんですよね。その協力は、町がこういうような努力をし

ているということを制度的に体制上も示さなければ、分納の点でも相談いた

だければということですけども、結局は払わんならんわけです。この点でも、

そういう方向が示せないのかどうか。つまり、一般会計からの繰り入れとい

うのは、選択肢の中でどういうような考えられたのかの説明をお願いします。 

○建部議長 税務課長。 

○上田税務課長 まず、一般会計からの繰り入れという話ですけれども、一般

会計の法定での繰り入れというのは、当然、甲良町もさせていただいている

というところでございますが、赤字補填のための一般会計の繰り入れという

のをほかの市町村でやっておられるところもあるというのは聞いております

が、これについても甲良町の方向としては、まず、税率を滋賀県、全国と比

べた場合に、非常に高くて、それ以上、上げられないという状況がある場合

には、やっぱり一般会計の繰り入れも考えていく方向はあると思うんですが、

きのう示させてもらったように、滋賀県下における甲良町の税率はまだまだ

それほど平均よりも低い。まだ、努力する部分はあるんではないかと考えて

おります。 

 そういう意味で、まず、適正な税率という意味では、まだ少し低い状況が

あるということで、その分、やっぱり少し国保の加入者での努力というのが、

まだ必要ではないかなと考えております。 

 そして、もう一つ、繰り入れというのは、社会保険の方からもその負担を

していただくということになり得るということですね。一般会計ということ

は、国保の方も社会保険の方も、税金の中から投入するということですから、

まず、国保の方の税率をまず適正にして、それでも無理ということであれば、

繰り入れということも考えるんですが、社会保険の方の税も入っているとい

うことになると、少し考えなければいけないという状況があるんではないか

なということと、もう一つ、払えない方の対応については、少し言い忘れま

したが、所得を調査した上で、ある、ないということで、もしそれがないと

いうことであれば分納、そして、分納でも無理ということであれば、不納欠

損というか、粛々とない場合は落とさざるを得ない状況もあるということで

ございますので、その部分もふまえて対応していきたいと考えております。 

○建部議長 ほかに質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 なお、討論、採決につきましては、最終日１３日に行います。 

 次に、日程第７ 議案第５２号および日程第８ 議案第５３号を一括議題

といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第５２号 甲良町水道事業給水条例の一部を改正する条

例、議案第５３号 甲良町公共下水道使用料条例の一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 建設水道課参事。 

○北坂建設水道課参事 それでは、甲良町水道事業給水条例の一部を改正する

条例および甲良町公共下水道使用料条例の一部を改正する条例につきまして

説明させていただきます。 

 まず、表をめくっていただきまして、甲良町水道事業給水条例の一部を次

のように改正する。 

 第１１条第１項および第２６条中の「１００分の１０５を乗じて得た金額」

を「消費税率および地方消費税率を乗じて得た額を加算した金額」に改める。

消費税の改正による変更でございます。 

 付則。この条例は、平成２６年４月１日から施行いたします。 

 また、次の議案第５３号でございます。甲良町公共下水道使用料条例の一

部を次のように改正するということでございます。 

 第４条中「別表のとおり」を「別表に定める基本料金と超過料金の合計額

に消費税率および地方消費税率を乗じて加算した合計額」に改め、同条に次

のただし書を加える。「ただし、その額に１０円未満の端数が生じたときは、

これを切り捨てる」。これも、消費税の改正に伴うものでございます。 

 付則。この条例は、平成２６年４月１日から施行するということでござい

ます。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 
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 西澤議員。 

○西澤議員 議案第５２号、５３号に共通することで、討論させていただきま

す。 

 消費税率の引き上げに伴う改正であるとの議案説明、きのうの説明であり

ました。文言を見ますと、改正後の文言は、どの税率になろうとも対応でき

る内容になっていますが、８％、さらに１年半後には１０％へと引き上げを

前提にしていることには変わりありません。 

 私どもは、来年の４月からの消費税の引き上げ、これについては消費税そ

のものに対する考え方や対応、これが違ったとしても、今の経済状況、それ

から賃金が依然として引き上がらない状況、他の諸物価の高騰などに鑑みて、

来年４月１日からの消費税率８％の実施は中止すべきだという立場を取って

います。そういう点で、議案第５２号、５３号については、国の消費税率、

これに従わざるを得ないという側面を持ちながらも、そのことに対応すると

いうことで準備をしている条例ですので、容認ができないということを表明

させていただきます。 

○建部議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 採決は、個々に行います。 

 これより議案第５２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立多数であります。 

 よって、議案第５２号は可決されました。 

 次に、議案第５３号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立多数であります。 

 よって、議案第５３号は可決されました。 

 次に、日程第９ 議案第５４号から日程第１３ 議案第５７号までを一括

議題といたします。 

 議案を朗読させます。 
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 局長。 

○陌間事務局長 議案第５４号 甲良町督促手数料および延滞金徴収等に関す

る条例の一部を改正する条例。 

 議案第５５号 甲良町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例。 

 議案第５６号 甲良町介護保険条例の一部を改正する条例。 

 議案第５７号 甲良町公営住宅管理条例の一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を順次求めます。 

 まず、総務課参事。 

○中川総務課参事 議案第５４号 甲良町督促手数料および延滞金徴収等に関

する条例の一部を改正する条例について、ご説明いたします。 

 今回の改正は、当分の間の処置として現在の低金利の状況に合わせ、延滞

金の割合を引き下げるための地方税法の一部を改正する法律が施行されたこ

とにより、本条例を改正するものでございます。 

 甲良町督促手数料および延滞金徴収等に関する条例の一部を次のように改

正する。 

 付則第３項中「延滞金」の次に「年１４．６％の割合および」を加え、「隔

年の前年の１１月３０日を経過する時における日本銀行法第１５条第１項第

１号の規定により定められる商業手形の基準割引率に年４％の割合を加算し

た割合をいう。」を「当該年の前年に租税特別措置法第９３条第２項の規定

により告示された割合に年１％の割合を加算した割合をいう。以下この項に

おいて同じ」に、「その年中においては、当該特例基準割合（当該割合に０．

１％未満の端数があるときは、これを切り捨てる。）」を「その年の（以下

この項において、「特例基準割合適用年」という。）中においては、年１４．

６％の割合にあっては、当該特例基準割合適用年における特例基準割合に年

７．３％の割合を加算した割合とし、年７．３％の割合にあっては当該特例

基準割合に年１％の割合を加算した割合（当該加算した割合が年７．３％の

割合を超える場合には、年７．３％の割合）」に改めるものであります。 

 付則として、施行期日１、この条例は平成２６年１月１日から施行する。

経過措置２、この条例による改正後の甲良町督促手数料および延滞金徴収等

に関する条例付則第３項の規定は、延滞金のうち、平成２６年１月１日以降

の期間に対応するものについて適用し、延滞金のうち、同日前の期間に対応

するものについては、なお従前の例によるものであります。 

 以上であります。よろしくお願いします。 
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○建部議長 保健福祉課長。 

○川嶋保健福祉課長 議案第５５号 甲良町後期高齢者医療に関する条例の一

部を改正する条例について、説明させていただきます。 

 この条例改正につきましても、延滞金の税率改正により条例の付則を改正

するものでございます。 

 甲良町後期高齢者医療に関する条例の一部を次のように改正する。 

 付則第３条中「延滞金」の次に、「年１４．６％の割合および」を加え、

「各年の前年の１１月３０日を経過するときにおける日本銀行法第１５条第

１項第１号の規定により定められる商業手形の基準割引率に、年４％の割合

を加算した割合をいう。」を「当該年の前年に租税特別措置法第９３条第２

項の規定により告示された割合に年１％の割合を加算した割合をいう。以下

この項において同じ」に、「その年中において、当該特例基準割合（当該割

合に０．１％未満の端数のあるときは、これを切り捨てる。）」を「その年

の（以下この項において、「特例基準割合適用年」という。）中においては、

年１４．６％の割合にあっては当該特例基準割合適用年における特例基準割

合に年７．３％の割合を加算した割合とし、年７．３％の割合にあっては当

該特例基準割合に年１％の割合を加算した割合（当該加算した割合が年７．

３％の割合を超える場合には、年７．３％の割合）」に改める。 

 付則。施行期日でございます。この条例は、平成２６年１月１日から施行

する。経過措置。この条例における改正後の甲良町後期高齢者医療に関する

条例付則第３条の規定は、延滞金のうち平成２６年１月１日以降の期間に対

応するものについて適用し、延滞金のうち同日前の期間に対応するものにつ

いては、なお従前の例による。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

 続きまして、議案第５６号 甲良町介護保険条例の一部を改正する条例に

ついて説明させていただきます。 

 延滞金については、先ほどありました督促手数料および延滞金徴収等に関

する条例を準用することにより改正するものでございます。 

 甲良町介護保険条例の一部を次のように改正する。 

 第１２条第１項を次のように改める。 

 保険料の延滞金については、甲良町督促手数料および延滞金徴収等に関す

る条例第４条の規定を準用する。 

 第１２条第２項を削る。 

 付則。この条例は、平成２６年１月１日から施行する。 

 以上でございます。 

○建部議長 人権課長。 
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○奥川人権課長 議案第５７号 甲良町公営住宅管理条例の一部を改正する条

例。 

 甲良町公営住宅管理条例の一部を次のように改正する。 

 第１８条第２項を次のように改める。 

 ２項、家賃の延滞金については、甲良町督促手数料および延滞金徴収等に

関する条例第４条の規定を準用する。 

 付則といたしまして、この条例は平成２６年１月１日から施行するもので

ございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。議案番号を

告げて質疑をお願いします。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 議案５４号から５７号について、共通して討論をさせていただき

ます。 

 この延滞金の徴収に関する金利の設定は、高金利のそしりがありました。

滞納金という性格上、ペナルティの正確も持ち合わせて設定をされているも

のだと理解をしています。低金利になってから、既に長い間が経過していま

す。そういう点で、おそきに失したとはいえ、引き下げに応じたものであり、

歓迎をして賛成討論といたします。 

○建部議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、議案第５４号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第５４号は可決されました。 

 次に、議案第５５号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立を願います。 
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（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第５５号は可決されました。 

 次に、議案第５６号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立を願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第５６号は可決されました。 

 次に、議案第５７号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立を願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第５７号は可決されました。 

 次に、日程第１３ 議案第５８号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第５８号 町長の専決事項の指定の一部変更について。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明求めます。 

 人権課長。 

○奥川人権課長 議案第５８号 町長の専決事項の指定の一部変更について。

町長の専決事項の指定についての一部を次のように改正する。 

 本則中「のうち、その目的の価格が３００円以下の金銭債権にかかるもの」

を削る。 

 付則といたしまして、この指定は公布の日から施行するものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

 西澤議員。 
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○西澤議員 この専決事項の変更については、以前、条例が改正をされたとこ

ろでありますが、今回３００万の枠の上限を外すという議案が目の前にあら

われて、それに支障を来すということで、この改正の提案になったんだと思

いますが、その経過についてご説明いただきたいのが１つ。 

 それから、もう一つは、つまり、専決事項は議会の承認を得ずに係争、そ

れから裁判、和解が提起できるという町長の権限がされるわけですが、その

後に次の議会で報告がされ、承認ないしは賛否が問われる形ですが、この中

身で言いますと、急いで議会にかける間、つまり年４回ですので３カ月、こ

の間に発生した事案、待てない状況も中にはあるということで、こういう枠、

３００万そのものも非常に大きな金額ですが、その経過の点。その２点、よ

ろしくお願いします。 

○建部議長 人権課長。 

○奥川人権課長 先日の全協でもご説明申し上げましたけども、新築資金等の

貸しつけにおきまして、未収債権につきまして、限度を超えるものがござい

ます。先ほど議員が申されましたが、今すぐにではなしにですが、議会の方

では先ほど言われました年４回の定例的な議会が基本になってまいります。

それで、進めてまいります督促手続につきまして、必ずこれに該当すること

になるかならないかは、今のところはわかりませんが、専決事項で定めてお

かないと、決められた議会のときにしか議決がいただけないとなってくると、

その時期がおそくなるとかいう形で、今回、改正をお願いするものでござい

ます。先ほど申されました２番目の部分にも該当しますけれども、一応そう

いう形で改正をお願いするものでございます。 

○建部議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論、採決は最終日に行います。 

 次に、日程第１４ 議案第５９号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第５９号 彦根市と締結した定住自立圏形成協定を変更

することにつき、議決を求めることについて。 

 彦根市と締結した定住自立圏形成協定を別紙のとおり変更することにつき、

地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決すべき事件に関する条例

の規定により、議会の議決を求める。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 
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 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 企画監理課長。 

○中山企画監理課長 議案第５９号 湖東定住自立圏の形成に関する協定書の

一部を変更する協定書についてご説明申し上げます。 

 平成２１年１０月４日、彦根市（以下「甲」という。）と甲良町（以下「乙」

という。）との間に締結した湖東定住自立圏の形成に関する協定の一部を次

のように変更する協定を締結するというものでございます。 

 第３条第１号に次のように加える。 

 ク、火葬場。 

 （ア）取り組みの内容。１市３町（彦根市、豊郷町、甲良町および多賀町）

において供用している彦根愛知犬上広域行政組合の火葬場を、新たに愛荘町

を加えた１市４町において供用するため、大規模災害にも強く、また、環境

負荷の低い火葬場として整備し、快適で衛生的な生活環境の維持を図る。 

 （イ）甲の役割。彦根愛知犬上広域行政組合規約に規定する負担割合に基

づき、彦根愛知犬上広域行政組合が新たに設置する火葬場の設置に必要な経

費を負担する。 

 （ウ）乙の役割。彦根愛知犬上広域行政組合規約に規定する負担割合に基

づき、彦根愛知犬上広域行政組合が新たに設置する火葬場の設置に必要な経

費を負担する。 

 この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲乙が記名押印の

上、それぞれ１通を保有する。 

 彦根市長、甲良町長。 

 なお、協定日につきましては、関係議会のご承認がいただけた後、速やか

に両関係機関で協議の上、設定の予定でございます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 ３点、質問をいたします。 

 １つは、ここのイの甲の役割、ウの乙の役割のところに書かれています彦

根愛知犬上広域行政組合規約に規定する負担割合で計算をしますと、彦根対

甲良町の割合はどれだけになるのかの説明をお願いしたいと思います。 

 ２つ目は、今回、計画されている事業費総額がどのぐらいになって、甲良

町の割合はこの中で出てくるわけですけども、その計画上の金額で言えば幾

らになるのかの説明をお願いしたいと思います。 



－20－ 

 ３つ目は、この協定の一部変更のもとになった事業計画が既に発表されて

います。このことについては、私は広域組合の議会の議員をさせていただい

ていますので、事情はわかりますが、甲良町の１２人の議員さん、私以外の

１１人の議員さんで状況を掌握して、説明を受けるという機会がないまま、

この協定の変更ということになります。 

 続けて聞きますと、平成１６年２月には一部改修の計画が出ていました。

それから、２つ目には、２４年１２月に出ていました。ですから、この議員

に対する説明が必要ではないのかと。この３点をよろしくお願いします。 

○建部議長 住民課長。 

○山本住民課長 今のお尋ねの件でございます。 

 まだ、実施設計は今やっておられる最中ですので、総額はおおよそ１２億

円ということは聞いております。 

 それと、負担割合でございますが、彦根市が６１．８５％、甲良町が７．

８７％でございます。 

 それと、説明でございますが、実施設計が終わった後、また議員さんの方

には、平面図等をもらいまして、次回の議会のときには説明をと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○建部議長 西澤議員。 

○西澤議員 この規約に基づいて、現在、人口１人当たりの負担割合、負担金

と分担金が広域組合に計上されていますが、その決算で見ますと、８月１日

現在の住民で割りますと、彦根が１にしますと、甲良町は２．２１、豊郷町

が人口が少ないですので、２．２４、多賀町が２．２１となっています。つ

まり、財政の点で彦根市の２倍を町民１人当たり、甲良町が負担しなければ

ならないという仕組みになっています。通常の運営経費の割合がこういうよ

うになっていますが、改めて１２億もする費用を、この組合規約に基づいて、

人口１人当たりで割りますと、彦根市が１、甲良町が２．２１。これは、間

違いないですか。 

○建部議長 住民課長。 

○山本住民課長 計算はちょっとできておりませんが、この負担割合につきま

しては、担当課長、また管理者会の中で決定をさせていただきたい割合でご

ざいまして、一番近い国勢調査の人口割で、８割を人口割、それから、２０％

を各市町で平等割としますので、その計算でいきますので、西澤議員が言わ

れる数字とは若干違ってくるかもわかりませんけれど、先ほど言いました２

割が各市町に対する均等割で、２割を割りまして、あと残り８０％を人口割

で割っていきますので、これの差が出てくるかなと思っております。 
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○建部議長 ほかに質問。 

 阪東議員。 

○阪東議員 取り組み内容のところで、きのうも西澤議員の方が耐震という形

のもので質問をされたんですけれども、その次に環境負荷の低いということ

で書かれています。これは、当然、今の火葬場というのが、環境影響評価と

いう形をされて、どのレベルに低減するのかということをもう既に決められ

ていると思うんですけども、それについてお答えを願いたいと思います。 

○建部議長 住民課長。 

○山本住民課長 現状の基準に合わせた基準で設計をしていただいております

ので、細かな数字は手元に持っておりませんので、また次回のときに報告を

させていただこうと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○建部議長 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 この協定書の一部変更については、協定書の変更だけには終わり

ません。この先には、一部改修で済むということで平成１６年２月に報告が

されているのが、平成１２年１２月には全面改築というようになりました。

もちろん、この全面改築が、先ほど阪東議員も指摘をされていましたが、耐

震の状況、大規模災害に対応するということで改修をされるわけですけども、

それにしても、この経済状況の中で負担がまたぞろ甲良町にかかってきます。 

 そういう点で、私はこの広域の組合で決定をする議会で問題でありますが、

参加をする各自治体で、そして議会で、この計画内容が詳細にわたって説明

を受け、そして、その是非についての判断ができる場がぜひ必要だと思いま

す。加えて、先ほど言いましたように、計上経費ならともなく、それも非常

に不合理な点があるわけですけども、私が現に計算をした金額で負担割合の

人口比率、甲良町が７，６３２人というので、８月１日現在、国勢調査です

と、さらに少なくなります。彦根市が１１万２，６００人ですので、それで

割っていきますと、１対２．２１というように、彦根の２倍以上の負担を強

いられてまいります。建設費についても、この割合でいくということですか

ら、とうてい私は容認できない。見直しも含めて、ぜひとも検討いただきた

いということを要請をしまして、反対討論といたします。 

○建部議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで討論を終わります。 
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 これより、議案第５９号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立多数であります。 

 よって、議案第５９号は可決されました。 

 次に、日程第１５号 議案第６０号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第６０号 滋賀県市町土地開発公社の解散について。 

 公有地の拡大の推進に関する法律第２２条第１項の規定により、滋賀県市

町土地開発公社は平成２６年３月３１日をもって解散する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○大橋総務課長 それでは、議案第６０号 滋賀県市町土地開発公社の解散に

ついて。裏面をご覧ください。 

 土地開発公社の解散を必要とするに至った理由。 

 滋賀県市町土地開発公社は、公有地の拡大の推進に関する法律に基づき、

公共用地、公用地等の取得、管理、処分を行うことにより、地域の秩序ある

整備と住民福祉の増進に寄与することを目的に、昭和４９年９月１日に設立

し、今日に至っている。 

 その間、各構成団体で必要な公共用地等を計画的に確保し、住民福祉の向

上を図ってきたが、初期の目的を達成し、平成２５年度をもって全ての事業

が完了することから、平成２６年３月３１日をもって解散することとするも

のでございます。 

 これによって、議会の議決を必要としますので、今回お願いするものでご

ざいます。平成２５年で野洲市のみ残っていまして、その残高が１，６０１

万１，８６９円ありました。それが、今回、全て完済したということでござ

います。 

 これによりまして、その下の抜粋の一部分でありますが、残余財産があっ

た場合は、それぞれ出資した地方公共団体に分配するということでございま

す。この場合、基本財産が６２０万円ありまして、予算上の現在では現金、

２４８万３，４３２円。６２０万円との合計、８６８万３，４３２円があり
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ます。これを設立団体の出資した額で割り戻しますと、甲良町は３．２％、

２７万９，４７０円。これは今現在、予算上のことでございますので、３月

３１日にまた残余財産が出れば、それもふまえて処分配分されるということ

でございます。よろしくお願いします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、議案第６０号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第６０号は可決されました。 

 ここで、暫時休憩をいたします。１０時３０分まで。 

（午前１０時１２分 休憩） 

（午前１０時２８分 再開） 

○建部議長 それでは、再開いたします。 

 次に、日程第１６ 議案第６１号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第６１号 平成２５年度甲良町一般会計補正予算（第４

号）。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○大橋総務課長 議案第６１号 平成２５年度甲良町一般会計補正予算（第４

号）。それでは、表紙の裏をお願いします。 

 平成２５年度甲良町一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところに

よる。 
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 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，４５２万２，

０００円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３５億８，９９

８万２，０００円とするものでございます。 

 それでは、１ページをご覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入。１款 町税、１，５７３万２，０００円の増額、１１款 分担金及

び負担金１９万円の増額、１３款 国庫支出金３８万円の減額、１４款 県

支出金７６６万６，０００円の増額、１５款 財産収入９３０万５，０００

円の増額、１７款 繰入金５０万８，０００円の増額、１９款 諸収入１，

１５０万１，０００円の増額。歳入合計は、４，４５２万２，０００円でご

ざいます。 

 続きまして、２ページ。 

 歳出。２款 総務費、補正額１，２２３万円、３款 民生費、補正額１，

８３８万１，０００円、４款 衛生費、補正額１０６万８，０００円、６款

 農林水産業費８７万９，０００円、８款 土木費８５７万５，０００円、

１０款 教育費３３８万９，０００円。歳出合計は、歳入額と同額でござい

ます。よろしくお願いします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 １点だけ質問いたします。 

 開会の折りに、町長から町長選挙にあたっての公約を発表された経過があ

りました。そこで、ちょうど区切りの時期ですので、補正予算に公約を盛り

込むという作業は時間的にも厳しいかと思いますけども、できる限り盛り込

もうとされたと思うんですけども、例えば、電気自動車の急速充電器の装置。

これは、国の施策で、補助金がほぼ１００％という形になっているわけです

けども、町長選挙で皆さんから支持をいただいて、町長そのものが掲げて、

この２期目をスタートされたわけですけども、それの最初の補正予算であり

ます。その内容が盛り込まれているのか、それとも盛り込もうとして、いろ

いろ努力されたと思いますが、その経過、思いなどを説明いただければあり

がたいと思います。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 １０月の選挙後、選挙の結果を見て直ちにマニフェストを点

検させてもらいました。このマニフェストについてどれぐらいの財源が必要

かということを、各課にそのときに問い合わせしております。それで、すぐ



－25－ 

にはなかなかできないものもありますが、ずっと検討させてもらって、まだ

その集計が今ようやくできている状態でありまして、この補正予算には申し

わけないですが、反映はできていません。これから、そのマニフェストに係

る財源を精査しまして、新年度予算で町長と協議しながら進めていきたいと

思っております。 

○建部議長 ほかに。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論、採決は最終日に行います。 

 次に、日程第１７ 議案第６２号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第６２号 平成２５年度甲良町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第２号）。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○川嶋保健福祉課長 議案第６２号 平成２５年度甲良町後期高齢者医療事業

特別会計補正予算（第２号）について説明させていただきます。表紙の裏を

お願いいたします。 

 平成２５年度甲良町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

 第１条でございます。予算の総額に歳入歳出それぞれ６９万６，０００円

を減額し、総額を６，６３７万４，０００円にお願いするものでございます。 

 １表により進めさせていただきます。 

 歳入の部でございます。３款 繰入金６９万６，０００円の減額。歳入合

計、補正予算額６，７０７万円、補正予算額６９万６，０００円の減額、６，

６３７万４，０００円でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出の部でございます。２款 後期高齢者医療広域連合納付金６９万５，

０００円の減額、４款 予備費１，０００円の減額、歳出合計は歳入合計と

同じでございます。よろしくお願いいたします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 



－26－ 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論、採決は最終日に行います。 

 次に、日程第１８ 議案第６３号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第６３号 平成２５年度甲良町土地取得造成事業特別会

計補正予算（第２号）。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 人権課長。 

○奥川人権課長 議案第６３号 平成２５年度甲良町土地取得造成事業特別会

計補正予算（第２号）についてご説明申し上げます。表紙の裏面をお願いし

ます。 

 今回の補正につきましては、既定の歳入歳出総額にそれぞれ５０万８，０

００円の追加をお願いし、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６０８万２，００

０円とお願いするものでございます。内容につきましては、第１表でご説明

させていただきます。 

 まず、歳入でございます。１ページをお願いします。１款 財産収入、補

正額５０万８，０００円の追加、補正前の額５５７万２，０００円、補正額

５０万８，０００円、補正後の歳入合計額は６０８万２，０００円でござい

ます。 

 続きまして、歳出、２ページでお願いします。２款 諸支出金、補正額５

０万８，０００円の追加、歳入歳出合計額につきましては、歳入合計額と同

額でございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第１９ 議案第６４号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 議案第６４号 平成２５年度甲良町下水道事業特別会計補正
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予算（第２号）。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 建設水道課参事。 

○北坂建設水道課参事 それでは、議案第６４号 平成２５年度甲良町下水道

事業特別会計補正予算（第２号）につきまして説明させていただきます。表

紙の裏面をお願いします。 

 歳入歳出予算の補正をお願いします。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２００万円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４

億３，１４８万２，０００円でお願いするものです。 

 それでは、第１表で説明いたします。１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算の補正額でございます。歳入。２款 繰入金、増額２００万

円。歳入合計といたしまして、補正予算額４億２，９４８万２，０００円、

補正額が２００万円、補正後の予算額は４億３，１４８万２，０００円でご

ざいます。 

 ２ページをお願いいたします。歳出です。２款 下水道事業費、増額２０

０万円。歳出合計額は、歳入合計額と同額でございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 次に、日程第２０ 諮問第１号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推せんにつき、意見を求

めることについて。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町長。 

○建部議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 町長。 

○北川町長 人権擁護委員候補者の推せんにつき、意見を求めることについて。 

 人権擁護委員法第６条第１項の規定により、委員、上野初子の任期満了に
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伴い、同法第６条第３項の定めるところにより、次の者を人権擁護委員候補

者として推せんしたいので意見を求める。 

 住所、犬上郡甲良町大字下之郷１５７５番地。氏名、上野初子。生年月日、

昭和３１年７月２４日。 

 上野初子氏については、人権擁護委員の推せんにあたり、平成２５年１２

月３１日で１期の任期満了となりますが、再任のお願いをし、内諾をいただ

きましたので、上野初子氏を推せんするものです。 

 上野初子氏は、１期の任期中において、大津地方法務局彦根支局が座長と

する湖東湖北地域ネットワーク協議会の常務委員として、地道な活動や活発

な意見でリーダーシップを発揮するものでした。地域におきましては、元教

員の経験を活かし、平成２１年４月から甲良町西小学校の心のオアシス相談

委員として、子どもたちや地域の親のよりどころとして、地域の発展や教育

の進行のため、幅広く熱心に取り組んでいただいているところです。また現

在も、主任児童委員の活動を通じ、熱心に人権問題、福祉の向上について何

事にも積極的に取り組んでいただいているところです。 

 このたびの上野初子氏は、町民の信望も厚く、人格識見高く、広く社会の

実情に精通し、人権について理解のある、また、今までの経験を活かし、今

後の人権擁護活動に大いに期待できる上野初子氏を人権擁護委員としてお願

いするものです。再任の内諾に時間がかかり、任期は平成２６年４月１日か

ら平成２９年３月３１日までとなります。どうぞ、よろしくお願いします。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、諮問第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案候補者を適任者と認めることに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推せんにつき意見を求めるこ

とについての議会の意見は、適任者と認めることに決定いたしました。 

 次に、日程第２１、滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙を行い
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ます。 

 広域連合議会議員につきましては、滋賀県後期高齢者医療広域連合規約第

８条の規定により、関係市町の議会の議員ならびに町および副市町長の内か

ら、各関係市町の議会において１人を選挙するとなっております。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推せんに

いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○建部議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推せんで行うことに決定いたしました。 

 指名の方法につきましては、本職において指名することにいたしたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○建部議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、本職において指名することに決定いたしました。 

 滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員に、北川町長を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま指名いたしました北川町長を滋賀県後期高齢者医療広域連合議会

議員の当選人と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○建部議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました北川町長が、滋賀県後期高齢者医療広

域連合議会議員に当選されました。 

 ただいま滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員に当選されました北川町

長が議場におられますので、本席から会議規則第３３条第２項の規定により

当選人の告知をいたします。 

 次に、日程第２２ 意見書第５号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 意見書第５号 第７９回国民体育大会主会場（開・閉会式会

場）を滋賀県立彦根総合運動場一帯地域に承知を求める意見書（案）。 

 地方自治法第１１２条および会議規則第１４条の規定に基づき、上記の議

案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町議会議長 建部孝夫様。 

 提出者 甲良町議会議員 西川議員。 
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 賛成者 甲良町議会議員 丸山恵二議員、同じく西澤議員、同じく金澤議

員、同じく藤堂議員。 

○建部議長 本意見書につきましては、西川議員から提出されておりますので、

西川議員、提案説明を求めます。 

 西川議員。 

○西川議員 それでは、朗読をもって、意見書に対する提案説明といたします。 

 第７９回国民体育大会主会場（開・閉会式会場）を滋賀県立彦根総合運動

場一帯地域に招致を求める意見書（案）。 

 滋賀県では、平成３６年第７９回国民体育大会（以下「２巡目国体」とい

う。）に係る開催要望が表明され、先般、文部科学省ならびに公益財団法人

日本体育協会により、滋賀県開催の内々定を受けられたところであり、今後

さまざまな準備が進められようとしています。 

 昭和５６年に滋賀県で第３６回びわこ国体が開催され、彦根市では夏季総

合開・閉会式、水泳（競泳、飛び込み）、テニス、ハンドボール、軟式野球

（公開競技）の競技が行われ大変盛り上がり、隣接の本町としても地域の活

性化や青少年の健全育成等に大きく貢献しました。 

 彦根市には、国宝彦根城を中心とした城下町としての歴史的文化遺産が色

濃く残っており、本町には、平成２５年３月にオープンした道の駅「せせら

ぎの里」や湖東三山の西明寺があり、今年１０月の湖東三山スマートインタ

ーチェンジの開通により、県内外から多くの観光客が来訪されています。 

 また、近隣の長浜市、米原市は、日本百名山の１つである伊吹山や、母な

る琵琶湖に面しており、水と緑に包まれた県内でも優れた自然豊かな地域で

あり、また、東海道新幹線や東海道本線、北陸本線の停車駅、名神高速道路、

北陸自動車道のインターチェンジを有しており、宿泊施設や交通の利便性に

優れております。 

 このような立地条件のよい場所に、滋賀県立彦根総合運動場（以下「彦根

総合運動場」という。）があり、今日まで水泳競技、陸上競技、野球等々の

種目において、全国で活躍する多くのアスリートが育ってきました。現在も

ここで育った選手が国内外で活躍しております。 

 ２巡目国体の主会場となる開・閉会式の会場候補の１つとして、彦根総合

運動場を上げられており、この一帯地域は次の点において利点と必要性があ

ると考えます。 

 名神高速道路、新幹線等交通のアクセスがよく、多方面から来ていただき

やすい立地にあること。 

 彦根総合運動場に隣接する市立体育施設や国立大学法人滋賀大学グラウン

ド、私立近江高校グラウンド、市立小学校グラウンドの施設等を有効活用で
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きること。 

 地理的に滋賀県の中心地域であり、南高北低と言われる偏った経済発展の

是正を図り、湖東・湖北地域の活性化に繋がること。 

 非常災害時における地域住民の防災拠点機能を併用した新しい陸上競技場

の活用化が図れること。（琵琶湖西岸断層地震、南海・東南海地震、大飯原

発等） 

 スポーツ振興の拠点、聖地として、部活動の活発化や青少年の健全育成（暴

力、いじめ防止等）など、学校生活の推進が図れるとともに、青少年に夢と

希望を持たせることができること。 

 ついては、下記の事項を強く求めるものです。 

 記。 

 第７９回国民体育大会主会場（開・閉会式会場）を滋賀県立彦根総合運動

場一帯地域に招致を求める。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町議会議長。 

 滋賀県知事様、滋賀県教育委員長様、滋賀県議会議長様。 

 以上であります。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 この意見書の趣旨に賛同をするものです。加えて、滋賀県におけ

る累積の借入金等、非常に膨大に累積をしてきていると聞いています。 

 そういう点で、この国体の誘致が全国的に大きな県民の負担、市民の負担

になっているところもあります。その後の利活用についても、見通しを立て

て進める必要がありますし、過度の県民の負担とならないことを求めて賛成

討論とします。 

○建部議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、意見書第５号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本意見書を関係機関に提出することに賛成の方はご起立を願います。 
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（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、意見書第５号は可決されました。 

 次に、日程第２３ 意見書第６号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○陌間事務局長 意見書第６号 特定秘密の保護に関する法律案を廃案にする

ことを求める意見書（案）。 

 地方自治法第１１２条および会議規則第１４条の規定に基づき、上記の議

案を提出する。 

 平成２５年１２月５日。 

 甲良町議会議長 建部孝夫様。 

 提出者 甲良町議会議員 西澤議員。 

 賛成者 甲良町議会議員 丸山光雄議員。 

○建部議長 本意見書について、西澤議員から提出されておりますので、西澤

議員、提案説明を求めます。 

 西澤議員。 

○西澤議員 意見書の文案を読み上げ、提案にさせていただきます。 

 特定秘密の保護に関する法律案を廃案にすることを求める意見書（案）。 

 安倍内閣は、特定秘密の保護に関する法律案（以下、「特定秘密保護法案」

という。）を、今国会に提出し、国家安全保障会議（日本版ＮＳＣ）設置法

案とともに成立を狙っています。しかし、多くのマスコミや法律家、ジャー

ナリストから反対や不安の意見が出されています。 

 特定秘密保護法案は、外交、防衛など日本の安全保障に関する情報を保護

するため、行政の長が特定秘密を指定し、それを漏らした公務員などに懲役

１０年もの重罰を科する弾圧法です。また、公益上、特定秘密の提供を受け

た者（議員等）が漏らした場合でも、懲役５年と重罰です。また、未遂、共

謀、教唆や扇動も処罰の対象となり、何が特定秘密なのかわからないのに、

情報に接近しようとした国民や報道機関も対象となり、罪に問われます。ま

さに、全ての公務員と国民に手かせ、足かせをはめるものです。特定秘密保

護法案は、安全保障を名目に広範な行政情報を国民から隠す、文字通りの軍

事立法です。 

 日本の法律では、秘密保護は公務員などに職務上知り得た秘密をみだりに

漏らしてはならないとする守秘義務を定めたものが中心で、それを破ったと

きの罪は、公務員でも懲役１年です。２００１年、アメリカ同時テロ後に制
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定された、自衛隊が保持する防衛秘密について、外部に漏らしたり、漏洩を

企て、教唆、扇動したりした場合は５年以下の懲役に科すと改悪しました。

隊員は、職務上知ることができた秘密を漏らしてはならないとの守秘義務が

根拠です。 

 今回の特定秘密保護法案は、これまでの法律とは全く違います。法律の目

的に、「わが国の安全保障に関する情報のうち、特に秘匿とすることが必要

であるものを保護する」と、目的に安全保障が明記されました。まさに、軍

事立法です。秘匿の対象は、防衛、外交など行政情報の中から行政機関の長

がその遺漏が安全保障に著しい支障を与えると指定するものとなっているだ

けで、全ての行政情報が対象になり得ます。 

 また、特定秘密の有効期間は５年間で、更新も可能で、さらに３０年を超

える場合は、内閣の承認があれば延長できるとしています。永久に秘密とし

て処理することも可能な法案です。しかも、特定秘密を扱えるのは、適正調

査で秘密を漏らす恐れがないと認められた公務員に限られており、事実上、

全ての公務員が適正調査の対象ですし、交友関係も調査の対象となります。 

 安全保障を振りかざして、全ての公務員と国民を縛り上げる軍事立法が、

国民の知る権利や取材、報道の自由を侵害するだけでなく、国民主権の原則

や平和主義を踏みにじることは明らかです。憲法で戦争を放棄した日本に、

他国との戦争を前提に国民の目や耳を塞ぐ軍事立法は必要ありません。 

 よって、今回の特定秘密保護法案は廃案とすべきです。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 ここで、訂正がございます。 

 １つは、下の方から８行目。「３０年」となっていますが、修正で、その

後、「６０年」になりました。 

 それから、上から２行目の文案ですが、「設置法案とともに成立を狙って

います」となっていますが、国家安全保証会議（ＮＳＣ）設置法は可決しま

したので、「可決しました」に訂正をお願いします。 

 そこで、私たち甲良町は、人権尊重のまちというように標榜をしています。

現在、今日が強行採決をされるということで報道がされています。ちょうど

甲良町の５日の意見書の採決に当たって、ぜひともこの声を上げていただき

たいと思っています。それは、全協でも皆さんにお願いしましたが、過去の

いきさつ、それから、政党の加入の状況、それから、政治的信条などはいっ

たん脇に置いて、この問題は対処、協働をしていく必要があると思っていま

す。それは、全国的にもジャーナリストの方々、声を上げておられる方、俳

優の方、それから、宮崎駿さんなど、演劇人、元監督など、非常に幅広い方々

が、この秘密保護法が制定されることによって、限りなく特定秘密が広がっ
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ていく。私たちが本来、知って、そして判断していく。行政上もそうです。

現に被害が起こりました。福島の原発事故で、スピーディの情報をその自治

体に知らさなかったために、放射能の強いところに市民が避難をするという

ことも起こりました。 

 それから、もう一つ、私は現実に起こる問題で、あたご事件、ご存じでし

ょうか。イージス潜水艦と清徳丸が衝突した事件であります。この海難審判

は、自衛隊の方が責任があるという判定が出ました。刑事事件は、その問題

を避けて、自衛官の過失は認めない１審、それから高裁でも判決が出て、今、

最高裁に移っています。しかし、その中で海難審判で適用されたのが、イー

ジス艦の性能、航行、記録、いろんな装備についても全部、証拠として採用

されました。今回の秘密保護法が制定されますと、そういう平地で、つまり、

戦時でないときに同じ航海法のもとで事故が起こった場合、法廷にその証拠

が提出されない、提出しなくていもいい、そういう保護になってしまいます。

そういう点でも、この秘密保護法が成立をしたあかつきを考えますと、非常

に危険な状況になると思います。 

 現在の憲法は、基本的人権を非常に豊かに定めています。その問題とも、

相矛盾する内容でありますので、今、国会の審議中であり、今日が強行採決

が狙われているというところであります。自民党に所属をされておられる方

もおられると思いますが、私が接する自民党の方は、基本的にはほとんどの

方が善良な方であり、いろんな問題を話し合える方々であります。自民党の

本部は、石破幹事長に見られるように、反対意見や国民が意見を表明すると

きに、ああいうテロと同じだという発想を持っている幹部であります。そう

いう点でも、私たちは地方に接する者として、声を上げていく必要があるこ

とを再度、訴えさせてもらって、提案説明といたします。よろしくお願いし

ます。 

○建部議長 説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 丸山光雄議員。 

○丸山光雄議員 この意見書に賛成です。この秘密法案は、何が秘密かわから

ない秘密法案です。というのは、私は新聞を見ましたけど、いろんな項目の

中で、その他というのが出てくるんです。ですから、その秘密法案に対して

ものすごく幅が広くとられます。そういう意味でも、あってはいけない秘密

法案なので、意見書に賛成いたします。 
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○建部議長 ほかに。西川議員。 

○西川議員 西川です。反対討論をします。 

 この特定秘密保護法案は、私も全てにいいということは思っておりません。

その中での意見としまして、我が町は滋賀県で、人口７，５００人余りの一

番小さな町であります。その中で、情報開示を求めても守秘義務を盾に守る

秘密があるということもおっしゃっていますし、国にとっては外交を進める

上で、互いの信頼を得るためには、ある程度の秘密があっても仕方がないじ

ゃないかなと考えます。防衛についても、手のひらをさらけ出しては防衛に

はならないとも思います。 

 しかし、野党各党やマスコミや各界からの反対、不安の声に対しては、私

も十分に問題があると理解しております。地方公聴会でも、約８０％余りの

反対意見が述べられているようにも聞いております。 

 政府与党は、今国会で強行採決をするのではなく、会期延長をして、国民

の声をしっかり受けとめ、参議院での特定秘密保護に関する法案の国民的議

論を重ね、国会において慎重審議をすることを強く求めて、私は廃案にする

ことには反対します。 

○建部議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、意見書第６号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本意見書を関係機関に提出することに賛成の方はご起立を願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立少数であります。 

 よって、意見書第６号は否決されました。 

 次に、日程第２４ 請願第３号を議題といたします。 

 本請願につきましては、丸山光雄議員が紹介議員となっておられますので、

丸山光雄議員から提案説明を求めます。 

 丸山光雄議員。 

○丸山光雄議員 請願書を読み上げ、提案説明にかえさせていただきます。 

 ＴＰＰ交渉からの撤退を求める請願。 

 請願団体、滋賀県農民組合連合会。代表者、北村富生。住所、滋賀県近江

八幡市安土町大中２４１。 

 甲良町議会議長、建部孝夫殿。 

 紹介者、丸山です。 
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 請願趣旨。 

 政府は、今年７月にＴＰＰ協定に参加し、今、年内合意を目指すとしてい

ます。政府は参加を決めたとき、国民に２つの約束をしました。１つは、「丁

寧な情報提供、交渉に参加すれば情報を入手しやすくなる」。他の１つは、

「強い交渉力で守るべきものは守る」でした。しかし、加入したときに署名

した守秘保持契約を理由に、この間の交渉内容や情報の開示をしていません。

そればかりか、自民党、西川ＴＰＰ対策委員長の「米など農産物の重要５項

目についても、関税撤廃の検討に入る」との発言は断固許されません。先の

参議院選挙で「聖域は、断固守る。確保できなければ、ＴＰＰ交渉からの脱

退も辞さない」との選挙公約に違反するものです。 

 私たちは、国民に交渉内容をひた隠し、米など農産物重要５項目の聖域す

ら守れないＴＰＰ交渉からは、直ちに撤退すべきことを強く要求します。 

 周知のとおり、ＴＰＰ参加が日本の農林漁業、食の安全をはじめ、医療制

度、保険など、国民生活全般に深刻な影響を及ぼし、かつＩＳＤ条項は、国

家主権を揺るがす重大問題であることは明白であります。この間、４４道府

県と８割余りの市町村議会は、反対ないし慎重な対応を求める決議をしてい

ます。また、衆・参農水委員会では、農産品５品目は関税撤廃が除外できな

い場合は、脱退も辞さずとの決議をしています。 

 以上の趣旨から、上記の請願事項についての意見書を政府関係機関に提出

されるよう請願いたします。 

 請願項目。 

 １、ＴＰＰ交渉の内容を国民に公表すること。 

 １、政府はＴＰＰから撤退すること。 

 それから、私がきのうここに来るときに、朝、ラジオのニュースを聞きな

がら来ましたけど、５項目については、世界各国の代表者が日本だけはと、

認めないということを言っていました。こういうこともふまえて、議員の皆

さん、どうか賛同をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○建部議長 ここで、お諮りします。 

 これより審査願います請願第３号につきましては、会議規則第９２条第２

項の規定によりまして、委員会の付託を省略いたしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○建部議長 ご異議がありませんので、委員会の付託を省略することに決定い

たしました。 

 ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を許します。 
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 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○建部議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 私の方からは、紹介議員になっておりますが、請願内容に加えて、

次のことを述べたいと思います。 

 このＴＰＰは、資本と市場の国境を取り払う最終的な協定だと指摘をされ

ています。つまり、アメリカで現に起きている１％の富裕層が、９９％の国

民を経済的に支配する、ないしは有利を甘受する。こういう内容の弱肉強食

の経済であります。 

 ２つ目には、それを可能とする制度として、ＩＳＤ条項が協定に盛り込ま

れようとしています。これは、貿易や取り引きが資本の不利益を被るかどう

か、これだけが判断の基準で、国際機関が裁定をされます。そして、その国

際機関は、ほとんどが、いや全てにわたってと言って等しいと思いますが、

アメリカの利益の代表者で構成をされ、現にアメリカとカナダ、アメリカと

韓国、ここらでＩＳＤ条項の裁判がされたときに、アメリカは１００％勝利

をして、膨大な損害金を手に入れています。そういう内容のＩＳＤ条項であ

りまして、国内の状況がどうか、そして、私たち、日本国民の健康などがど

うか、そして、日本国内の産業育成などがどういうように発展するのか、こ

ういうことについて審議をしない、対象としないとなっています。そういう

点では、先ほど言いましたように、資本が不利益を被るかどうかだけが判断

の基準の裁判と言っていい内容です。 

 もう一つは、自民党政権の公約違反であります。先の参議院選挙でも、そ

してまた、その１年前の衆議院選挙のときでも、聖域は守る、そして、丁寧

な情報を提供して、強い交渉力で守っていくと言いましたが、既に参加をし

ているＴＰＰの先入国は、日本だけ特別扱いはしないというので一致をして

いるところであります。その点から見ても、守るべきものは守ると安倍内閣

は繰り返し表明していますが、全くの欺瞞の表明に過ぎません。 

 そういう点では、日本の経済、日本国民生活、そして、医療制度などさま

ざまな分野にわたっての制度が、アメリカナイズされてしまう、アメリカの

経済に支配をされる可能性が非常に高い、危険が高い内容であります。そう

いう点でも、このＴＰＰ交渉からの撤退を求める請願の採択を皆さんにぜひ

お願いしたいと思いまして、討論を終わります。 

○建部議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○建部議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、請願第３号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本請願を採択することに賛成の方はご起立を願います。 

（賛成者起立） 

○建部議長 ご着席願います。 

 起立少数であります。 

 よって、請願第３号は不採択することに決定いたしました。 

 次に、日程第２５ 一般質問を行います。 

 発言通告書が提出されておりますので、これより許しますが、発言時間に

つきましては、３５分以内といたします。ただし、質問の途中であれば、多

少の延長は認めます。なお、答弁する行政の方の答弁は、簡潔明瞭にお願い

します。 

 それでは、２番 阪東議員の一般質問を許します。 

 阪東議員。 

○阪東議員 ２番、阪東です。議長のお許しをいただきましたので、通告書に

従いまして、順次ご質問をさせていただきたいと思います。 

 質問の前にまずもって、北川町長の２期目の再選について、まことにおめ

でとうございます。２期目こそ、北川町長の本格的なかじ取りだろうと思っ

ております。町民の暮らしの安定と、信頼され、また期待される町政にして

いただくようお願い申し上げる次第でございます。 

 まず最初に、今回の町長選挙について町長みずからが公約されました内容

についてお伺いいたします。 

 まず１番に、町長の公約では、それぞれの行政分野ということで、１０項

目とあったように記憶しております。そこでポイントとなる公約をされまし

たけれども、その内容で全て一気には実現可能ではないと思いますので、特

に町長が公約の中でいち早く着手する内容は、どのようなものであるかとい

う形について、まずお聞かせ願いたいと思います。特に、子育て支援という

範疇では、その支援に携われる若いお母さんにつきましては、医療の無料化

とかそういうようなものに、選挙等について期待をされたと思います。そう

いう内容についても、お答えを願いたいなと思っております。よろしくお願

いします。途中で変わりましたね。町長に質問依頼をしておったんですけど。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 今、町長に特にということでございますが、全体的なマニフ

ェストにつきましては、先ほども西澤議員のご質問にお答えしたとおり、各

課に予算の見積もりをお願いしています。それが、この新年度予算にヒアリ
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ングを同時にさせていただいて、順次実施できるものについては、町長と協

議しながら進めていきたいと思います。 

 特にこれからというのは、町長の方からお願いしたいと思います。 

○建部議長 町長。 

○北川町長 阪東議員の方から質問をいただきました。 

 先の選挙で、私も４年間、甲良町の行政のかじ取りをさせていただいて、

その中で前回の選挙の中で、公約に上げさせていただいた部分を１つずつ実

現に向けて取り組んできた、そのことによって、財源もかなり削減ができた

のかなというようにも思っております。したがって、その削減できた財源を、

この２期目の平成２６年度から、それぞれの科目において１つずつにできる

だけ実現可能な部分で取り入れていきたいという思いでマニフェストを作成

し、このマニフェストを選挙のときに全戸配布をさせていただいたというこ

とでございます。 

 したがって、できないものを上げるということは、私もしません。したが

って、できる限り実現可能な部分ということで、４年間の中でそれを１つず

つしっかりと実現していくということでありまして、今、総務課長が言いま

したように、これから集約をさせていただいて、どの部分がこの２６年度ス

タートから実施できるか、あるいは、１年後になるのか、あるいは、２年後

になるのか、そういう部分をしっかりと精査していきたいと思っております。 

 その中で、先ほどちょっと出ました子育て支援、中学校の医療費の無料化、

この分についてもできるだけ早い時期にそれが実施できるように検討してい

きたい。そして、育児に必要なおむつや粉ミルクの購入の一部助成、これは

もう２６年度から即実施をしていきたいなとも思っておりまりす。 

 福祉の部分では、各種ワクチンの費用助成、これは継続事業でもあります

ので、引き続いてそのとおりでいきたいし、障害者３級の認定者の医療費の

全面補助、これについても福祉課と相談をさせていただきながら、今現在の

２分の１を２分の２にするということに対して、予算的にどうなのかという

部分も精査をして、実現できるのであれば、もう２６年度から実施をしてい

きたいなとも思っております。 

 教育に関して、東西小学校の外国人講師の１人増員、これは平成２２年度

からカミンスキー・アルトさんに今１人、来ていただいておりますが、これ

は教育委員会の方でいろいろ当たっていただいて、アルトさんと同じくらい

なレベルの人がうまく見つかれば、できるだけ早い時期から、それも講師と

してお迎えをしたいとは思っておりますが、これはちょっと教育委員会サイ

ドで頑張っていただきたいなとも思っております。 

 環境の中で、夏場、今まで２カ月間、生ごみ、週２回収集をやっておりま
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すのを週２回の４カ月という方向でマニフェストに書かせていただいたおり

ます。今、いわゆる収集業者さんと住民課長の方がいろいろと交渉をしてい

ただいておりまして、人の問題とかパッカー車の問題とかいろんな兼ね合い

がありますので、それがどういう形で実現できるかということは、今後も検

討課題かなとも思っております。 

 あと、いろいろな課題もございますが、できるだけ実現に向けて頑張って

いきたいなと思っています。 

 以上です。 

○建部議長 阪東議員。 

○阪東議員 よろしくお願いします。 

 続きまして、これも若干、町長のマニフェストの中に書かれていたと思う

んですけれども、甲良町の基幹産業ということで、農業ということなんです

けれども、これが先ほども環太平洋パートナーシップ協定、いわゆるＴＰＰ

の加入から発した自由貿易協定という形で、現在のこの減反施策も大きく変

わろうとしているとこなんですけれども、大きく変貌しています。 

 これらの国の施策であり、町としては大きくかかわりができない部分があ

ると思いますけれども、町長の公約の中に少し農業従事者のやる気を後押し

するという形のものが記載をされていました。これは、やる気を後押しする

という形については、町としての考え方なので、これは後押しを是が非でも

していただきたいというところなんですけど、これについて産業課長がお答

えを願うというところですけれども、そのことについてどういうことなのか

という形をお聞きしたいのと、あと、ここ数年でかなり変わろうとしていま

すけれども、国の政策について、情報を常にアンテナを張っていただいて、

農業従事者に対してどのように知らせるかということについても質問してい

きたいなと思っております。よろしくお願いします。 

○建部議長 産業課参事。 

○阪東産業課参事 本年３月に完成をいたしました「せせらぎの里こうら」を

販売拠点に、米の生産に頼らない、園芸作物の振興を図るために、本年度も

やっております、せせらぎ農産物振興事業を継続してやっていきたいと考え

ております。 

 ほかに、農業者の高齢化とか後継者不足の中、集落営農法人とか認定農業

者の役割関係は、ますます高くなってきております。こういうような中で、

安定のためにも、町単独の環境こだわり農業の支援とか経営所得安定対策の

産地資金の中の担い手に対しますムギの支援を継続して考えていきたいと考

えております。 

○建部議長 阪東議員。 
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○阪東議員 今ほどちょっと言ったんですけど、後押しするというのは、補助

金も後押しなんやけれども、ソフト面でやはりそういう支援というか、国の

政策に対してしっかりと。農業者いうのは、もう高齢者なので、パソコンが

使える人も非常に少ないし、そういう形のところでやっぱりできない部分の

後押しという形も後押しなので、そういう面についても今後、考えていただ

きたい。環境こだわりと言われますけれども、あれは一般の人は絶対にかけ

ない。そういうような面についても後押しをしていただきたいなという形で

質問を変えていきたいと思います。 

 続いて、防犯についてお伺いします。 

 年末になりますと、高齢者を狙った、先日も大津の方に高齢者の女性が儲

かるという話で金融商品、すなわち株券なんですけれども、購入して、８０

０万円だまし取られたケースもあり、また、近くでは愛荘町では、７２歳の

女性にネックレスが当たったという電話がありまして、他の人に権利を譲っ

てくださいと言われて断りますと、権利を譲るのには１，０００万要ります

よという形で、再び電話があり、泣き泣きゆうパックで５００万円を詐欺に

取られたということで、これは新聞に載っていたわけなんですけれども、こ

のような高齢者の被害が最近頻繁に起こっております。 

 そういうものを未然に防ぐためにも、特に、昼間独居老人というのがこれ

からだんだん増えつつあるので、警察にそういう形を相談してもという中で、

年配の方というのは、それはちょっと大変やでと、めっそうなと思われてい

る方がいろいろあるので、やはり身近な、せっかく不当要求対策官も設置し

ているので、そういうところに少し電話を入れてもらって、気軽に相談でき

るという形のものを、相談場所というものも必要ではないかなと思っており

ます。 

 そういうようなところと、年末、そういうことが増えていくので、啓発活

動というのは、防災無線とか常にやっていくと。商品販売とかいうのは、電

話で０１２０とかいう販売がありますね。それを毎日やっていくと、お年寄

りもこればっかり聞いているので、そこに電話するという形の対策も可能だ

と思いますので、その点について、そういう形が設置可能かどうかについて

総務課長にお答え願いたいと思います。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 防犯関係につきましては、総務課と消費者行政につきまして

は、住民課の方が担当しています。それで、総務課の方で１月から１０月ま

でにおける町内の犯罪認知件数は６６件発生しておりまして、昨年より９件

増加しているということでございます。そのうち、詐欺に関することにつき

ましては、町内で３件発生しています。 
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 そういうような状況で、年末に向けて防災無線等で呼びかけをしていきた

いと思いますが、もう少し具体的なことは住民課長の方からご報告させてい

ただきますので、よろしくお願いします。 

○建部議長 住民課長。 

○山本住民課長 私の方から、今、総務課長が申しましたように、詐欺事件は

３件ありまして、５月２２日にも年金詐欺ということで、これは、即連絡い

ただき、未然に家族の方が防いでいただきましたので、早急に総務課と連絡

を取りまして、防災無線で流させていただきました。５月につきましては、

県内でも詐欺事件が多発しているということで、詐欺の警報が出ておりまし

た。そういう関係もありまして、出させていただきました。 

 それと、年末にかけましては、総務課長も言いましたとおり、私の方も防

災無線等で年末、詐欺事件も多くなります、また、大きなお金が動きますの

で、そういうような盗難等にも注意してくださいということも放送を入れさ

せていただこうと思っております。 

 また、先ほど扉をあけさせていただいて取りに行ったのは、このうちわで

ございます。この７月に、全戸配布はちょっとできなかったんですが、こう

いう感じで、ここらの怒り版ということで、今年つくらせていただきまして、

この中にお断りということで、悪質な訪問販売はお帰りくださいということ

で、その中で、窓口で甲良町役場、消費者生活相談窓口、住民課の電話番号、

また、県の方の電話番号を明記させていただいたものを配布させていただい

ております。これは、後でお渡しさせていただきます。 

 こういうようなことをさせていただいておりますので、今後も絶対に被害

に遭わないという方向で、啓発には努めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 高齢者を対象にということですので、保険福祉課の包括支援

センターの方と連携をしまして、各字の出前講座のときにそういう啓発も兼

ねているということでございます。よろしくお願いします。 

○建部議長 阪東議員。 

○阪東議員 ありがとうございました。 

 続いて、防犯の②なんですけれども、茨城県から端を発した農業トラクタ

ーの盗難について伺います。 

 近隣では、近江市、甲賀市でも多数のトラクターの被害があります。最近

の新聞では、タイ国籍の犯人も捕まったという記述もありましたけども、翌々

の新聞で、また個人が所有するトラクターが盗難に遭ったということで、何

人犯人がおるかというのはわからないんですけども、特に多く大型機械を所
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有する農家に対しましては、警察と連携し、保管等の点検を実施し、盲点、

注意点を指導する必要があるんかなと思っております。また、点検により必

要か必要でないか判断し、盗難防止のための支援金という形も、ある面では

創設する必要があるかなと思っております。 

 実は、１週間ぐらい前に下之郷についてはセコムを張っています。やっぱ

り、相手が言われていましたけど、非常に盗られやすいという形で頑丈に施

錠してあっても盗られやすいということで、やはり、そういう農業倉庫とい

うのは、１億ぐらいの財産が入っていますので、そういった面についてもあ

る程度、町として警察と連携して、こういうところが悪いですよという指導

をしていく必要があるかなと。まだ、補助金でそういう機械の補助金ばっか

りやってんと、やっぱりそれもサポート、フォローしていく必要があるかな

ということで、産業課長さんにお答え願いたいなと思っております。 

○建部議長 産業課参事。 

○阪東産業課参事 町としましても、注意喚起が重要だと考えております。１

１月２１日開催の「みずかがみ」の生産拡大の説明会で、農業組合長と担い

手農家さんですけども、これが対象に、こういうようなチラシをもちまして、

情報の提供と注意喚起を促しております。それと、今月に入りまして、１２

月３日に東びわこ農協で、ふれあいデーが開催されまして、このときにこの

注意喚起のチラシを全戸配布いたしております。それと、町の広報の関係な

んですけども、注意喚起の情報の提供ということで、広報の今月号に掲載の

予定でしたけども、紙面の関係で、年明けの１月号に掲載の予定です。 

 今のところ、支援策がどうかということなんですけども、こちらの方は考

えておりません。 

○建部議長 阪東議員。 

○阪東議員 甲良から盗難が出ないように、是が非でもお願いいたします。 

 続きまして、③のところに移りたいと思っております。ちょっと私も、尼

子の駅の方をジョギングしていまして、尼子駅から尼子のコンビニまで、道

路の名前というか、２２７号線の歩道に併設している街路灯が、樹木に遮ら

れて非常に暗い。もう５時になったら、最近はもう真っ暗になりますので、

全然、遮光で暗くなっている。もともとは、緑化目的のためにストリート緑

化かな、そういうような目的のために事業をされて、木は低かったと思いま

すが、現在は街路灯と同じ高さ、それ以上高いという形で、完全に光を遮断

しております。防犯面でも、非常に悪いと思いますし、また、防災面でも歩

道が消えているという形で悪いと思います。 

 また、数少ない街路灯で２カ所、球切れも発生しております。やっぱり、

街路灯については明るくする目的があるので、反対側に関西電力の電柱も立
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っております。そういう形のもので、歩道を照らすように若干の設置の方法

を考える必要があるかなと思っております。 

 もう１点は、そういうメーンストリートのところが切れてもずっとほった

らかしにしているというところもやっぱり問題もあろうと思いますので、そ

の２点についてお伺いします。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 尼子駅からコンビニまでの間の街路灯につきましては、私も

質問していただいた次の日ぐらいに、夜に確認させていただきました。確か

に暗くて通りにくいと。特に、女性には非常に不安な道だったかなと思って

います。その後、県の土木、うちの建設課の方とも話をさせていただいて、

それから１２月２日ぐらいから１０日ぐらいまでの間に剪定作業をしてもら

っているというところでございます。それで、その確認についてはできてい

ないんですが、それが１０日までに終了するということを聞いています。 

 それから、球切れにつきましては、各字の区長さん、それから、通行者か

ら連絡があればすぐに業者の方に連絡して修理するようにしていますし、ま

た、その球切れについてはもう一度確認させてもらって、早急に修理をして

いきたいなと思っています。 

○建部議長 阪東議員。 

○阪東議員 よろしくお願いします。尼子の集落の入ってきた方が、非常に明

るかったので、その点はやっぱり気をつけてもらいたいなと思っております。 

 続きまして、道の駅の販売誤表示について伺います。 

 有名な某ホテルにおける不適切表示から端を発し、一流のレストランから、

また百貨店に至るまで食材偽装が次々と発覚しております。また、新名神高

速道路、土山サービスエリアのベーカリーコーナーで、あんドーナツをカリ

カリカレードーナツであることを調理師担当者が誤解し、カリカリカレード

ーナツと表示された陳列棚に配置し販売したことが判明しました。 

 町が経営する道の駅についても、このような誤表示、不当表示の発生する

可能性は十分にあります。特に、新鮮野菜、産地だから安心して買ってくれ

るお客さんも数多くおられます。安全表示としての取り組みには、有機栽培

や無農薬栽培、また、低農薬栽培を表示したものがあります。加工品では、

産地、原材料名の表示をしていますが、これを機に生産者の表示を含む全て

の表示内容を確認されたのでしょうか。ご質問をしたいと思います。 

○建部議長 道の駅管理室長。 

○茶木道の駅管理室長 特に、加工品、生産者が加工をされて出荷されている

部分、いわゆる包丁を入れて加工がされているということについては、一番

大事なことでございますので、その辺の表示方式等については確認をしっか
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りして、誤表示がある場合は、県の担当者の方にも月２回ぐらいは来ていた

だいておりまして、どういう表示が適切なのかということは指導をしていた

だいています。 

 そういう中から、日々、季節が変われば、加工品の種類が変わってきてお

りますので、その辺についても町の方でも確認をしながら、指導を仰ぎなが

ら、生産者に加工品の販売についての表示をしっかりやってくださいという

ことをやっております。どうしてもラベルがついていない部分については、

バックヤードに引き上げて表示をしていただくということをやっております

し、また、記録的な部分についても、生産記録、履歴書を提出いただいてい

るという状況でございます。 

 あとは、職員が農薬の扱いの研修を受けているということで、上半期、下

半期には県が主催されている農薬アドバイザーの研修にも出向きながら、そ

の知識の向上にも努めているところでございます。 

○建部議長 阪東議員。 

○阪東議員 よろしくお願いします。もう１点、②の方で、これについても道

の駅のことでお聞きします。 

 栽培管理ということで、これについては栽培管理が記録という形のものを

もらってはると思うんですけれども、これについて町が独自で要求している

品目というのは、あるのか。また、誰がその記録を審査するのか。また、そ

れについて記録はどれぐらい保管するのか。ちょっとその３点だけ。 

○建部議長 道の駅管理室長。 

○茶木道の駅管理室長 要求している品目でございますが、これについては出

荷されているもの全てに対して要求をしております。 

 町の方については、生産物履歴書というのを作成しまして、これは県の方

に御指導を仰ぎながら、その履歴書をつくって提出をいただいているという

ところでございまして、確認業務については、素人でございますので、若干

それについても県の方に指導を仰ぎながら、私たちも勉強しながら、随時行

っている状況で、必ず提出を願うということを前提に、今現在も取りかかっ

ているところでございまして、保存期間については、トレーサビリティ法で

米は３年とか、加工品については３カ月とか、いろいろ決められておるわけ

でございますが、全ての商品については５カ年間保存をしようということで、

私たちは５カ年分保存をしております。 

 以上です。 

○建部議長 阪東議員。 

○阪東議員 ありがとうございました。続きまして、学校教育についてお伺い

したいと思っております。 



－46－ 

 今年、４月２４日、４年ぶりに小学校第６学年、また、中学校第３学年を

対象に、全国学力学習調査というのが実施されたと思います。滋賀県は、全

国平均から見ると、ほとんど最下位に近い。特に、その中では国語力が低い

ということは残念に思います。町長は、英語に力を入れておられるんですけ

ど、まるっきり逆の国語が弱いというところで、これに対しても県教育委員

会も今回の結果を見て、何らかのレベルアップについて町に求めてくると思

っておりますが、今後、良くも悪くもするのも、やっぱり現場やと思ってお

ります。 

 今回の調査で、甲良町がどの程度の結果であったかということと、今後の

学習改善をどのようなものがあるのかということについて報告願いたいなと

思います。成績公表はできなかったら、これはもうやむを得ないんですけれ

ども、特にやっぱりそういう結果をふまえて、どこが足らんのかなという反

省をするところが重要やと思うので、それについてお答え願いたいなと思い

ます。 

○建部議長 学校教育課長。 

○塚口学校教育課長 今ほど言っていただいたうち、まず学習改善につきまし

てですが、県教委の方から授業改善ということにかかわりまして、指導主事

の学校への派遣というのが、来年１月以降、行われるということで、本町に

も来ていただけるよう要望をしております。ということで、まず授業改善と

いうこと。 

 それから、ソフト分析と言われる方法があるんですが、そういう分析方法

を用いまして、各学校の課題を明らかにするとともに、それについて具体的

にどうしていくのかという計画を立ててもらっておりますし、また、その報

告もしてもらっています。 

 また、本町では町費の教職員を配置しておりますので、少人数あるいはＴ

Ｔといいまして、複数での指導をきめ細かにするということを継続していた

だいきたいなという思いもありますし、また、学力診断テストが今、言って

いただいた６年生とか中３だけではなくて、他学年にも町費をつけていただ

いて検査をし、その結果に基づいて、それぞれの子どもたちに応じた指導を

しておりますし、また、集団づくりにも力を入れております。 

 一方でまた、本町は保幼小中といいますか、小さい子どもから中学校卒業

まで連携を取りながらの学力向上に向けての取り組みもしているということ

です。合同研修等を行いながら、教職員の研修をしております。 

 また、甲良町の学力の現状はどうかというご質問でございますが、公表で

きないということなんですが、前回の議会でもお話しさせていただきました

ように、本町としては高校進学を見据えて、基礎的、基本的なことについて
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はしっかりと定着していくようにやっていこうということでやっております。

全国学力学習状況調査によりますと、問題Ａというのがそれに当たるわけで、

そこにおきましては成果が見られているという現状はございます。また、質

問紙調査というのがございまして、その質問紙調査の中では、本町の子ども

たちの回答の中に、例えば、数学が好きだと答えたり、あるいは、授業で数

学がわかりやすいと答えている子どもも結構いるというのが現状です。 

 一方、問題Ｂといわれる、いわゆる活用する力というのが問われる問題に

つきましては、やはりちょっと課題があるというのが現状でございます。そ

の課題につきましても、質問紙調査の中から幾つか見られるわけでございま

す。例えば、無答率が高い、要するに答えを書いていないというのが多いと

いうとこら辺で、問題の意味がわからなかったと回答している場合等もござ

います。ということを考えますと、読解力であるとか、あるいは忍耐力、最

後まで頑張ろうとする力、そういう部分も学力と合わせてひっつけていく必

要があるかなということで、各学校で取り組んでいるところです。 

 以上です。 

○建部議長 阪東議員。 

○阪東議員 広報につきましても、内容もちょっと書かせてもらいたいなとい

うところであるんですけれども、教育側として、行政の人とか地域の人とか

保護者の人とか、そういう人に要望する内容というのはございますか。 

 やっぱり、学力が低下、要は飽きたというか素朴なとこは第１位。甲良と

か滋賀県、要は交通の非常に頻繁なところこそ学力が低いという形で、そう

いうようなものも比例しているんかもわかりませんけれども、教育の皆さん

の方から保護者の方、地域の方という形について、何かこういうことについ

てはしっかり頑張りましょうやという提案がありましたら。なければ、結構

です。 

○建部議長 学校教育課長。 

○塚口学校教育課長 教育委員会といいますよりも、各学校の方で保護者に対

しての要望といいますか、そういうものを上げております。例えば、質問紙

調査というものの中で、例えばゲームのやり過ぎであるとか、そういうとこ

ら辺が数値として出てきていますので、具体的にはそういうとこら辺、ちょ

っと勉強に力を入れるようにということで、保護者に啓発しているというこ

とはございます。 

○建部議長 阪東議員。 

○阪東議員 ありがとうございました。あるところについては、携帯電話を持

たしてくれなとか、いろんな形のものがあるように思っていましたので、そ

ういうような形にちょっと訴えるところがあるかなと思っております。 
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 続いて、いじめに関する問題についてちょっとお伺いします。 

 先日、私は甲良西小学校のせせらぎ発表会というもので、少し時間があり

ましたので、見学をさせていただきました。そこで、開演時に松田校長の方

から児童に対する開演の挨拶の中で、ちょっといじめに関する啓発が触れら

れておりまして、その内容については、児童からのアンケートによる、校長

としての解説のものやったと思うんですけれども、やっぱり学力や体の優性

の人が劣性の人を見下したり、また最近、無視するということについては、

絶対あってはならないんですけれども、甲良も学年ごとに定期的にそういう

事実調査というのをされていますが、差し支えなければ、３校の調査の状況

はどうなのかというのと、それは、一般に教職側からは満足がいく結果にな

っているのかなということについて質問をしたいと思います。答えをお願い

します。 

○建部議長 学校教育課長。 

○塚口学校教育課長 今ほど言っていただきましたアンケート調査でございま

すが、各学期に１回程度、アンケート調査を行っております。小学校の低学

年につきましては、文字によるアンケートというのはちょっと難しいですの

で、口頭でという形になりますが、子どもたちの現状というのを把握するよ

うにしております。 

 アンケートの内容につきましては、小学校の場合はまず学校が楽しいです

かという内容を聞いております。それにつきましては、もう９０％以上楽し

いと答えているんですが、もちろん学校の方では１００％でないというとこ

ろにはこだわりを持ってやってもらっているという現状がございます。 

 また、具体的な内容につきましては、嫌なこと、からかいとかそういうこ

とについて、自分自身はどうかということと、友達の間にそういうことはな

いかということで、本人が書けなくても、周りの者からわかるようにという

こと。あるいは、相談できる人はいますかということで、そういうなのを聞

いております。小学校おきましては、親御さんに相談するというのが、７割

を超えているというのが現状です。 

 中学校につきましては、いじめというものについてどのように認識してい

るのかということで、もちろん冷やかしであるとか物隠しであるとか仲間外

れ、無視ということについてのアンケート調査をしておりますし、多くの子

どもたちがそれはいじめだという認識をしております。もちろん、アンケー

ト調査をした結果としては、当然のことながら、記名等、あるいは友達のこ

とを聞いておりますので、具体的に上がってきています。その嫌がらせ等に

ついては、個々に対応するということでやっておりますし、いじめに発展し

そうなという認識を捉えてやっているケースもございます。 
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○建部議長 阪東議員。 

○阪東議員 ありがとうございました。これをもって、私の質問を終わらせて

いただきたいと思いますけれども、最後に、６月議会でお願いしました甲良

中学校の防犯カメラの点検ということについて、１４台の現場実態確認とい

うこともふまえて、また設定をずっと見ていましたら、私の宿題が残ってい

ましたので、またそういう形の設定をお願いしたいと思っておりますので、

よろしくお願いします。 

 今年１年、全てまた質問させてもらいましたけれども、また来年について、

これらの件についてフォローをしながら、また新しい問題が出てくるところ

については、一般質問させていただくということで、私の質問を終わりたい

と思います。ありがとうございます。 

○建部議長 時間厳守でありがとうございました。 

 これで、阪東議員の一般質問が終わりました。 

 暫時休憩ですが、午後は１時３０分から再開いたします。 

（午後０時０１分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○建部議長 それでは、再開いたします。 

 次に、４番 西川議員の一般質問を許します。 

 西川議員。 

○西川議員 それでは、議長のお許しを得ましたので、一般質問させていただ

きます。 

 まず最初に、学校給食センターの進捗状況という形でお尋ねしたいと思い

ます。 

 北川町政、２期目を迎えられ、気分を一新して町政に臨まれると思います

が、今年の５月の彦根市長選で、獅山市長から大久保市長体制に変わりまし

た。町長も何度かお会いになっていると思いますが、彦根市長は相当忙しい

とも伺っているんですけど、給食センターの建設に向けて１市２町の市町間

で協定を結んでいるわけですが、その辺のところで町長として再確認はされ

たかどうかということを一度お尋ねいたしたいと思います。 

 湖東定住圏構想の中で実施されるということになっておりますが、何ら問

題がないと私も思っておりますけど、前市長がこれは自分の公約だったから

なというような話も伺ったりもしておりますし、その辺のところで、新体制

になって、いい方向に向くような話の内容があればいいとも思いますし、予

算的にも何ら問題はないとは思うんですが、その辺のところをお伺いしたい

と思います。 

○建部議長 町長。 
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○北川町長 お答えをさせていただきたいと思います。４月の選挙で、獅山市

長から大久保市長、改選の結果、大久保市長が継承するということで市長に

なられました。それ以降、我々も１市４町のいろいろな事業がございますの

で、その都度、その都度、お会いをしていろいろ協議もさせてもらっており

ます。 

 そういう中で、幾つか事業が今までから継続して行われている事業がござ

います。給食センターの問題も、大変大きな事業の１つで、これは１市２町

が取り組むというようなことで現在も進めております。ほかにも、例えばご

みの焼却場の問題なんかは、前市長と今の市長ではちょっと考えの隔たりが

あって、前市長が考えておられたことに対しては、私としては白紙に戻した

いというような答弁もされました。 

 それ以外のいろんな、例えば、広域行政組合とか、もうじき完成します医

療センターの問題とか、あるいは定住自立圏において災害協定を鳥取県と結

んだとか、必要な部分については継承するというようなことでございまして、

給食センターもその点においてはしっかりと継承させていただくということ

で、事業は進んでおります。したがって、この１２月議会に給食センターに

ついては、彦根と豊郷は補正予算を組むというような形で取り組んでおられ

ますし、私どもは来年の２月がちょうど議員の皆さんが丸２年になるという

ことで、そのときに補正予算を組ませていただくというようなことで、給食

センターについては、順調に進んでいるのではないかなと思います。 

 あと、事務方での協議については、担当の方から申し上げます。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 順調に進んでいると理解します。 

 次に、２番目の話なんですが、１市２町での会議等が進められていると理

解しますが、今どのようなことが会議で行われているかというようなことを、

内容を含めた形でお答えいただきたいんですが、私自身も産建の委員長とし

まして、幾らかは把握しているところもありますが、議員全員にわかるよう

な形でお答えいただければいいかなと思います。よろしくお願いします。 

○建部議長 教育次長。 

○金田教育次長 それでは、お答えをしたいと思います。 

 加入いたしましてから、今日まで約８回ほどの会議を開催いたしておりま

す。それは、担当者によります整備、運営、特に工事、設計、また使用熱源

はどうであるべきか、衛生管理、地産地消等々の問題についての協議が８回

ほど開催されました。 

 それと、栄養教諭、または県の保健所の専門員さんと保護者の代表の方々

によります、例えば、食育の問題とかアレルギー問題、さらには給食費等に



－51－ 

関する問題を分科会等で話し合いをしております。さらには、調理師とか教

師によります食器の選定委員会なども開催をそれぞれされているということ

であります。 

 以上であります。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 今のところ、順調に進んでいるという理解をしたいと思いますが、

その中で、甲良町が特に要望していることというのが、人事の面はちょっと

問題があるかと思いますが、農産物の関係とかその辺のことは毎回のような

形で要求していただかないと、忘れ去られても困るもんですし、それ以上の

納品ができればいいんかなと思いますので、その辺のところは必ず念押しを

してお願いしておきたいと思います。 

 それから今、３番目の話も出ましたが、現在は今年度中の実施設計が終わ

るという理解でよろしいでしょうか。新年度から着工というような形になっ

ているかどうか、その辺のことをお願いします。 

○建部議長 教育次長。 

○金田教育次長 予定どおり、今年の７月に設計業務は、水原設計さんにお願

いするということで契約が完了しています。そして今、設計業務につきまし

ては、最終的な詰めに入っているという段階であります。 

 それと、これはお願いなんですが、先ほど町長がお話ししてくれました。

実は、２６年度当初予算で、建築工事の予算をお願いする予定でありました

が、その後、県、国との協議におきまして、この交付金の関係で、特例加算

が２５年度はかなり配分がいいというようなことがありまして、２５年度事

業とするということで、より有利な交付金、補助金が受けられるということ

になりました。したがいまして、先ほど町長が申し上げましたとおり、豊郷、

彦根はこの１２月議会で建設工事の費用を補正でみていると、上程をしてい

るということになります。 

 甲良町におきましては、２月議会でよろしくお願いをしたいと。２月で議

決いただきましたら、早速、入札を行い、２６年４月から繰り越し事業で着

手をするということになります。それで、２７年１月には建物の引き渡しを

受けまして、２月、３月で各種機器の事前の試運転などを行って、４月供用

開始に向けて準備を進めるということになりますので、よろしくお願いしま

す。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 今、言われた１２月補正というのは、彦根市と豊郷の話だと思う

んですが、総額１９億何がしだったというふうに理解しているんですが、そ

の辺のところで、特例交付金がつくという形で前倒しだという理解で、２月
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の臨時議会に諮るというものでよろしいです。わかりました。 

 それで、４番目の現有施設に関して、どのようにされるのか。新規に稼働

した後、この現有施設は残るわけですけど、どのような利用を考えておられ

るかということをお伺いします。 

○建部議長 教育次長。 

○金田教育次長 この件につきましては、現在、検討中といいますか、今後し

っかりと検討していきたいと思っております。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 利用面はいろいろあるかと思うんですが、面積がどれだけあるか

というようなこともあるんですが、現有施設を利用して、農産物の加工施設

に利用するとか、あるいは教育文化ゾーンであるとか、福祉施設としての利

用ができないかとか、その辺のところもいろいろあるかと思いますので、今

後の検討課題にしていただきたいと思います。 

 次に、防災についてお伺いします。 

 先の１８号台風で犬上川左岸堤防が相当ひどくやられました。滋賀県下も

災害があり、きのう、今日あたりの新聞では、土木の関係で１００億、県下

全体で指定されいまして、河川災害が５５０カ所、７８億円というような形

で見込まれているわけですけど、現状の１８号台風で犬上川左岸が壊れてい

ます。金屋地先あるいは小川原地先、その辺のところが壊れているわけです

が、現在、国の激甚災害の指定は受けているかどうかということがわかれば

教えていただきたいと思います。 

○建部議長 建設水道課長。 

○若林建設水道課長 結論から申しますと、犬上川を直接管理しております県

湖東土木事務所に尋ねたところでございますけれども、激甚災害の指定は受

けることができなかったということでございます。これは、国土交通省関係

でございまして、農林関係につきましては、激甚災害の指定を受けたと聞い

ております。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 激甚災害にはなっていないということなんですが、新聞等の報道

では、来年度末までには補修を仕上げるというようなことも言われておりま

すので、犬上川が漏れないように強く要望しといていただきたいと思います

が、２番目の県の改修計画という形なんですが、金屋地先のところは、つい

１週間ほど前まではブルーシートがかかっていたんですが、今は全面的に撤

去されています。何らかの作業が入ってくるんだと思うんですが、今現在、

進入禁止の縄張りも外されていますし、その辺のところ、ちょっと危険は伴

うなあとは思っておるんですが、どういうふうな工事計画、工程になってい
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るのか。 

 それと、下流域の方の小川原地先のところが、今、盛土の堤防をされまし

たが、現状のままで完成という形なのか。それと、前にも指摘したと思うん

ですが、完全に崩れているところから下流域、それとか小川原のグラウンド

ゴルフ場のところとか、あの辺のところが相当えぐれていると思っています

し、次の台風の後、先日も見に行ったんですが、前に撮った写真よりはえぐ

れていますので、徐々に壊れていくという形のところも見受けられます。そ

の辺のところ、今どのような形で県がされているのかいうのがわかれば、お

教え願いたいと思います。 

○建部議長 建設水道課長。 

○若林建設水道課長 今、議員が申されましたように、町といたしましては、

金屋地先における堤防の損壊と、小川原地先におきますブロックというか、

下の根固のブロックが取れたところについて、県に対しまして要望を行った

ところでございます。 

 それで、金屋地先の方につきましては、一応、県としても災害復旧の対象

工事ということで、国の方に要望をいたしまして、この１１月２８日に国か

ら災害査定官が来まして、災害というように認定をいただいたところで、そ

れによって、仕事を進めるということでございます。 

 それと、小川原につきましては、防災ステーションの方にそういう災害の

ときに備蓄してある資材を使いまして補強工事を行って、今回の災害の認定

というか、復旧工事の方には要望しなかったということでございます。 

 それで、金屋の方につきましては、一応、延長が１３０メートルほど。ま

だ、査定の段階でしっかりしたものではないんですけど、１３０メートルで、

高さが６．５６メートル、勾配が１割勾配で、ブロックの張りかえ面積が１，

１９３平米の災害復旧工事、かなり大きいんですけれども、これを行うとい

うことの査定をいただいたということでございます。詳しい設計はこれから

でございます。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 そういう形の中でどんどんやっていただかないかんとも思うんで

すが、要望事項として、やはり国土強靱化施策というのが、きのうも参議院

を通過したと思うんですけど、従来の補修で終えるということじゃなくして、

強靱化施策という工法を採用していただくようことをやっていただかないと、

また来たら壊れるというような形ではいかんわけですから、その辺のところ

は機会があれば要望していただきたいと思います。まだ、設計段階だ思いま

すので、その辺のところを町として上げていただきたいと思います。 

 それから次に、水害防止するためにはどうしたいいかという話で、前もち
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ょっと話をさせていただきましたが、川の瀬を変えることと、それから、河

川の中の雑木の状況、この辺のところがネックになっていると思います。そ

れで、私自身、今の犬上川の現状を見ていまして、昭和４０年代の前半まで

のところでは、ほとんど河原の中に雑木が生えていたというようなことはな

かった。それは、なぜかと言いますと、砂利採集が行われていたからだと思

います。当時のことから比べますと、川底が盛り上がっていると。犬上川の

現状で、全部が全部とは言いませんけど、右岸と左岸を見た場合に、右岸が

高くて、左岸が低いんですよね。いわゆる、甲良町側が蛇行してきて、どん

どん水が当たる方向できているというところが数多いと思います。右岸側は、

私が見ている限りでは、４、５カ所になっているかと思うんですが、ほんど

高くて蛇行して当たっているようなところはないと思うんですよね。 

 その辺のところこともあるので、一度、県に浚渫の要望というか、砂利採

集をさせるとかの要望をしていただきたいなと。やはり、新幹線とか近江鉄

道のところとか、橋のあるところは難しいとは思うんですが、大分、私は盛

り上がっていると見ていますので、あの辺のところの浚渫要望。それから、

今、滋賀県が盛んに言っています長浜あたりでは、もめにもめている河川の

問題、何条例やったですか、あの辺のところの問題も堤防強化云々よりも河

川を下げろという話が最近、大分出ていると思うんですよね。その辺のとこ

ろの問題がありますので、私は甲良町のあの辺を眺める限り、８号線の下流

でも盛り上がっていると思います。 

 その辺のところ、一度、浚渫の要望をしていただいて、川の瀬の直線化が

できるかどうかはちょっと問題があるかと思うんですが、岩が出たり何かし

ますから、その辺のところの問題もあるかと思うんですけど、一遍お願いし

ていただきたいなと。 

 それと、前々から言っています河川内の雑木の除去ですよね。堤防の方は、

徐々にやっておられるんですが、やはり、川の中で木が大きく育っています

ので、あれも瀬を変えている１つの原因にもなっているかと思いますので、

その辺のところをひとつ要望していただきたいなと思います。 

○建部議長 建設水道課長。 

○若林建設水道課長 ただいま議員が申されるように、例えば、金屋の今の損

壊箇所につきましては、頭首工のところから真っすぐそこに水が当たるとい

うような状況でございます。これにつきましても、土木の方に瀬が変えられ

ないかというようなことを申しましたけれども、瀬を変えるというのは、な

かなか大変なことで、変えると、下流域の川の蛇行がどうなるかということ

がなかなか判断できなくて、新たな災害を生む可能性があるということで、

この判断というのはなかなか難しいということでございました。 
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 それと今、申されましたように、浚渫とか雑木につきまして、特に、雑木

の除去については、計画的に進めているという返答でございました。今後と

も、土木事務所の方には雑木の計画的な除去と、今、申されましたような浚

渫については強く要望していきたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 雑木の除去は環境対策にもなっていくとも思いますし、３月に行

われるクリーン作戦で皆さんがやっておられる中で、ご存じだと思うんです

けど、ごみは拾うけど、横の雑木がどうにもならないと。この間の小川原地

先なんかでも、水がそこまで来ていても、草がかぶっているから、木がかぶ

っているから見えないわけですよね。ああいうところも決壊してからではも

うおそいわけですから、あの辺のことは早く、毎年、毎年、要望していって、

もっと大がかりにやっていただくようなことをお願いしたいなと。 

 それと同時に、１８号台風を見てからかもわかりませんけど犬上川の水質

が相当悪いと私は思っているんですね。芹川、愛知川、犬上川、この３本ぐ

らいの比較ですけど、やはり水の色が透き通ってあるんですよね、芹川と愛

知川は。その辺で、原因は何かといったら、大君ヶ畑の土砂崩れだとか、そ

ういうところでなかなか濁りが取れなかったというようなこともあるかもわ

かりませんが、犬上川の水全体が、当初から石の上で川を渡るときに、素足

で渡ってもひっくり返ってしまうというような状態で、いわゆる滑るようで、

ごみと藻とか、ぬるぬるしたぬめり、その辺のところで水が汚れている証拠

だと思うんですよね。先日も、犬上ダムに行ってきまして、犬上ダムの一番

底から水を抜いているんですけども、上から見ても、水色をしていないんで

すよね。もう黄色く見えるんです。やはり、水がすきっとしていないという

ようなことがあるので、我が町はせせらぎの里、清い水だという形の中でま

ちづくりが行われているわけですから、清流が流れるようなものにしていか

ないかんと思いますので、一度、水質調査を依頼してほしいなということも

思っておりますので、ひとつよろしくお願いしておきます。 

○建部議長 建設水道課長。 

○若林建設水道課長 水質調査がちょっとどこの部署になるかわかりませんが、

一度そういうデータがもしなければ、一遍やっていただくようにしようと思

います。検討します。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 それでは、次の質問に入らせていただきます。 

 防災無線ということなんですが、１８号台風で大雨特別警報が発令されま

して、そのときに、どのように対処されたのかということ、また、いつそれ
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を町民に知らされたのかというところをお聞かせ願いたいと思います。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 台風１８号による町民への周知ですが、１５日の深夜に町職

員の災害警戒班というのを出動させまして、５時５分に大雨特別警報が出さ

れました。それで、町民への周知につきましては、町長も来ていただいて指

示を受け、５時３０分に防災行政無線の放送をさせていただきました。その

後、町内の方で登録されている方には、登録制メールの配信を５時４０分に

行いました。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 一応、速やかにやられたいう理解でよろしいですね。それでは、

後の方にまとめて話をします。 

 それから、防災無線とは直接関係ないんですが、犬上川のところで通行ど

め処置、あとそれ以外も何カ所かやられたように思いますが、この辺はいつ

誰が指示しているのかと。消防団長が一番だとは思うんですけど、その辺の

関係で、その連絡がどこから上がってきているのかとか、そういうとこら辺

をお聞かせ願いたいと思います。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 通行どめにつきまして、町長、それから消防団長、防災担当

課が協議しまして、金屋橋から２メートルぐらい水位の余裕があったんです

が、やはりもういつ壊れるかという危険なこともありまして、多賀町とも協

議させてもらって、通行どめをさせていただきました。 

 それから、町内であと２カ所、通行どめをさせてもらったのは、第一化成

の下の道ですね。あそこが、鋭角の水路になっていまして、ごみがかなりた

まって、道路冠水して、田んぼももう道路もわからない状態でありましたの

で、そこも橋本芳明さんのところから東部宅造の端っこまで通行どめをさせ

てもらっています。それから、もう１カ所、尼子のカントリーの下の新幹線

沿いの道ですが、そこも道路からかなり冠水しまして、道路も川も田んぼも

全くわからないという状況でありましたので、そこも通行どめをさせてもら

っています。町内では、その３カ所を絶えず見に歩いているんですが、その

３カ所を通行どめという形で処理をさせていただきました。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 その通行どめ処置というのは、防災無線でも併せて流されている

わけですか。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 防災無線では周知していませんが、バリケード等でその現場

に行っていただくと通れないという形しかしていません。町民への周知はで
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きていません。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 幹線道路、他所へ行く道でもありますので、できれば併せてやっ

ていただきたいなと要望しておきます。 

 それから、次の３番目で、気象台から警報が出された場合、甲良町にはど

のような通報で知らせてくるのかということをちょっとお聞かせ願いたいと

思います。それで、先ほどから周知はされているということですが、町民へ

の夜間を含めた場合の通知の仕方、その辺お聞かせください。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 気象情報の伝達につきましては、気象台から発表後、滋賀県

の防災危機管理局から県下一斉に受令電話機を介して音声の通報がされます。

それのほかに、土木防災情報システムなどで随時、情報収集を行っています。 

 町民への周知方法につきましては、防災無線が今のところ主な通知方法で

ありまして、登録されている方には登録制メールというのも活用していると

ころでございます。 

 それから、１０月にそのようなことがありましたので、１１月から緊急速

報メールの運用を開始しました。これは、携帯電話大手３社と契約しまして、

甲良町域にいる人に強制的にといいますか、すぐメールが配信できるような

体制をとったところでございます。今後は、何かあればそういう形ですぐに

甲良町域の方にメールが配信できるように体制はとっております。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 きちっと伝達経路はされているんだと思いますが、ここでひとつ

要望したいんですが、最近、大雨特別警報が出るというような形で、地域に

ゲリラ的な雨が降っているわけですよね。その辺で、この間の雨も甲良町全

体でどんだけ降ったのかというようなデータは甲良町にはないと思うんです

よね。その辺のところ、雨量計設置、国で考えているところもあるようです

が、地域的に絞ってきた形で表示されるようなことを国へ要望していただく

か、町独自でつけるとか、やはりやっておかないと、最近はどこで雨が降っ

てくるかわからないということがありますので、検討願えないかなと思いま

す。お答えいただきたいと思います。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 雨量計の話が出ましたけれども、町長も直接、知事に、また

私も彦根土木の担当課長に犬上川の水位計が甲良町域にないということで、

甲良町としては、河川をパトロールしている途中にどこを基準にして危険か

どうかというのを判断できないということを申し上げまして、甲良町域の橋

と鉄橋等が４カ所ありますので、どこかにそういう水位計をつけていただき
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たいという要望もしています。 

 また、おっしゃったような雨量計も今後はつけていくように要望をしてい

きたいなと思っておりますし、当日もあと一歩で、全職員を招集して警戒態

勢に当たらんならなという危機感も覚えていましたので、今後はそういうと

きは慎重に対処していきたいなと思っております。 

○建部議長 町長。 

○北川町長 ９月１５、１６日の降雨については、私も金屋橋の方も何回も足

を運んで見ておりますが、町内で降雨量をはかるよりも、鈴鹿山系の山の降

雨量をはかる方が先やと思うんですよね。多賀町から連絡をいただいたのは、

２４時間で６００ミリ降ったというようなことで、今回、犬上川はかなり増

水したのではないかなということなんです。 

 今後は、多賀の方と連絡を取りながら、山の降雨量がどの程度かというよ

うなことも常に連絡をとりながら、そういうのも判断基準の１つにさせても

らうということも大事かなと。 

 それと今、総務課長が言いましたように、私も知事には何度も水位計の問

題は言っております。楢崎橋と千鳥橋、８号線の橋、そこ２カ所には水位計

があるんです。ところが、この２．４キロの甲良町域の流域のところの橋の

中にはそういうものはないということで、我々も非常に判断しがたいという

ことで、そのことを強く要望はしておりますので、今後もその都度また、求

めていきたいと思っています。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 よろしくお願いしておきます。私もインターネットで雨量を調べ

て、彦根気象台と、昔は霜ヶ原にあったと思うんですが、あれが消えてしま

っていまして、ちょっとわからないと。ここで雨が降っているのに、彦根は

ゼロミリというようなことで出ますので、その辺のところもありますので、

よろしくお願いしておきます。 

 それから、防災無線の話なんですが、一部の家庭で聞こえないという形で、

総務課長にはそういうことを言ってきたら教えてくださいということで聞い

ているんですが、連絡させていただいているんですが、なかなか来てもらっ

ていないということを１カ月ほど前に聞いております。その辺で、どういう

体制をとっておられるのか、現実、聞こえない人もおるのか、私自身が防災

無線を字内に放送したときには、防災無線の扱いどおりにやるのに、３回ぐ

らい入らないんですよね。もう一度やり直せというように出ますし、災害で

行事を中止するというときに使っていたんですが、私１人がやっているんじ

ゃなくて、慣れている人も呼んできてやっていたんですが、４回目でやっと

成功したという形で出てきていますし、いろんな障害が出てきていると思う



－59－ 

んですよね。 

 それと、一部、聞こえない人が、大分前の話、３年か４年前の話だと思う

んですが、アンテナをつけてもらったらよう聞こえるようになったと聞いて

います。その辺のところの問題がどうなっているのかということと、町の放

送は聞こえるけど、字だけの放送が聞こえないというようなケースがあるの

かどうか、その辺のこともちょっと一度お調べいただけんかなと思いますの

で。どのようなことをやっていただけるのかということと、修理依頼をした

場合の確認はどういうふうにされているのかということを併せてお聞かせく

ださい。 

○建部議長 総務課長。 

○大橋総務課長 今、ご指摘いただいた件ですが、２４年、２５年で１１３件

の依頼がありました。３日に一遍、４日に一遍、総務課の方に電話をいただ

いて、それの修理に業者の方にはファクスで家と地番と電話番号を書かせて

もらって修理依頼をしているということでございます。業者によっては、す

ぐに対応できるとき、ちょっと２、３日、４、５日かかるときもありますが、

一応行ってもらって修理したものについては、ファクスで返事をいただいて

いるというところであります。 

 ただ、中によく苦情があるのは、一遍来てもうたけども直らなくて、もう

一回のときがなかなか来てもらえないということがあるということですので、

総務課とも相談していたんですが、ノートみたいなのをつくって、この家は

確実に修理できたかどうか、誰でもわかるような体制をとっていこうという

ことを今、検討しています。今までですと、担当者がその都度、注意してい

まして、確認していたんですが、それではなかなか電話は誰が取るかわかり

ませんので、皆さんが取っても、総務課の誰が取ってもわかるような体制を

とっていこうということを考えています。 

 補修業者であるパナソニックシステムソリューションというところにお願

いしていまして、そこがノセヨさんに委託をされているようですが、うちと

しては、今のところただちに対応をさせてもらっています。よろしくお願い

します。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 よろしくお願いしておきます。 

 それでは、次に鳥獣害対策についてお聞きします。 

 獣害対策として、鉄砲なり爆竹なりとかいろんなことで対策がとられてい

ると思うんですが、駆除をされていますけど、その辺の成果と効果というよ

うなことが何かでわかるかどうかお聞かせください。 

○建部議長 産業課参事。 
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○阪東産業課参事 本年の１１月末現在の駆除の成果に関しまして報告させて

いただきます。 

 ドバトが１５羽、イノシシが２７頭、鹿１４頭です。これが１１月末の成

果でございます。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 これをやったことによって、もう来ていないかというと、そうで

はないと思うんですよね。それと、カラスなんかが鉄砲で追われて、よその

方へ行っているだけというような形になっていますので、カラスは打ったら

あかんとも聞くんですが、ある人によると打って構へんという話も聞きます

が、住宅が近いから打たないのか、その辺のところの問題もあるんですけど、

カラスの被害もやはり相当ひどいもんがありますので、ここで成果は上がっ

ていませんよね。その辺のところで、今後の課題としてカラスの対策もとっ

ていただきたいなと思います。 

 それで、成果が上がってきたわけですけど、確認というのはどなたがされ

ているんですか。 

○建部議長 産業課参事。 

○阪東産業課参事 ドバトに関しましては、猟友会の方が町内でとったものを

役場のところに持ってきてもらいまして、これを紫雲苑の方へ持っていきま

して処分を依頼しております。それと、ほかの鳥獣に関しましては、現場で

とった後、尻尾を切りまして、横腹に一連の番号をスプレーで書きまして、

この写真と狩猟者を張ってもらいまして、その写真、２枚を町の方に提出し

ていただきまして、それで確認を行っております。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 確認されているという形なんですが、今、滋賀県の中でいわれて

いる量と、もう何万頭と鹿なんかいてると聞いていますし、その辺のところ

が、甲良町のところにあんまり寄りついていないのかという問題もあるんで

すけど、この中で被害が出ていると思うんですよね。被害が出てきて、それ

はどの辺で、勝楽寺、池寺、長寺のその辺の地区だと思うんですが、どのよ

うな被害が出ているのかということが確認されているんですか。お聞かせく

ださい。 

○建部議長 産業課参事。 

○阪東産業課参事 農業共済の調査の関係は、精算金額の補償ということにな

ってきますので、鳥獣害の被害としましては出てません。直接、集落の代表

者の方に調査を願っています。それの結果を言いますと、猿による被害が豆

類が１０アールで５，０００円、野菜が５アールで５，０００円、鹿による

被害が果樹で２８アール、１１万円、合計４３アールで、今年度の被害は１
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２万円でした。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 今、言われたのは被害補償に当たることですかね。要は、被害状

況の中で、イノシシが稲の中で寝ころんでがたがたにしてしまうと、それか

ら、ミミズを掘るとかいうようなことをすると、もうその米は食えないとい

うようなことも聞くんですが、その被害は報告はないですか。 

○建部議長 産業課参事。 

○阪東産業課参事 農業共済の調査の結果なんですけども、最終的な敵方の被

害ということになってきますので、天候とか獣害という原因の区別ができま

せんので、そこら辺の調査の結果、鳥獣害の原因が何ぼやということは、ち

ょっと出ていません。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 私も最終確認はしていませんので、これが出荷されているもんか

どうかいう問題はわかりませんが、ものすごいにおいがつくんだということ

を聞いていますので、その辺を一度、産業課の方で調べていただいて、補償

問題ができないのか、できるものなのか、そんな米を食べさせられたら、品

質が皆さんの方へ影響もしますので、その辺のところを何とかとっていただ

きたいなと、聞いていただきたいと思いますので、要望しておきます。 

 それから、蜂の巣駆除に関しましてですが、前回の議会のときの全協のと

きにも私はちょっと申し上げたんですが、スズメバチの被害があちこち、我

が金屋の地区でもお宮さんの中に出ていまして、２カ所ぐらいあったと思う

んですが、その辺のところで、スズメバチの被害があちこちに出ているかと

思います。その辺の相談が、甲良町の方へ何件ぐらい要請されて、どのよう

な指導をされているかというようなことをお聞かせ願いたいと思います。 

○建部議長 住民課長。 

○山本住民課長 スズメバチの被害につきましては、私どもが聞いております

のは、大体、年間６、７件ぐらいということで、今年度ですが、民家の方に

ついては４、５件、先ほど議員がおっしゃいました公共施設については、水

路が１件、公園が１件ありました。それと、各学校、保育園等につきまして

は、東小学校が５件、西小学校が２件、中学校が１件ということで、あと保

育園、幼稚園、保育センターについては、今年度はなかっということで聞い

ております。 

 それと、指導につきましては、今年度は各民家につきましては、個人さん

でお願いしますということで、業者の方を紹介させていただいておりますし、

公共施設につきましては、直接、職員が行って、取れるところは取っており

ます。どうしても取れないところについては、業者の方へお願いして、取っ
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ております。 

 以上です。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 前も話したと思うんですけど、スズメバチは２度刺されると、ア

レルギーのある人だと思いますが、死んでしまう可能性があるという報告も

されていますので、そばに寄るのもなかなか危険なことですし、私自身も一

遍、退治したことがあるんですけど、危なくて仕方ないというところがあり

ます。その辺で、個人でやられる、外注されているなら、これはいいと思う

んですけど、個人で火をつけて燃やしてしまうという人もおりましたし、そ

の辺ところで火事になってもいけないわけですし、その辺のところの問題が

あるかと思いますが、駆除費用が平均どれぐらいかということが定かではな

いんですが、２万円ぐらいということもお聞きするんですが、今回の町長の

公約の中にも入っているかとは思うんですが、補助金制度を早急に設置して

いただいて、これから秋、冬は出ないかと思いますけど、４月以降、これは

もう出てくるもんだと思いますので、制度設置をやっていただきたいと思い

ますが、いかがですか。 

○建部議長 住民課長。 

○山本住民課長 議員の指摘されていますとおり、蜂による被害が出てからで

はおそいので、町長もマニフェストに書いていただいておりますので、次年

度に向かって、補助金要綱等、それから、予算計上を考えていきたいと思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○建部議長 西川議員。 

○西川議員 よろしくお願いしておきます。 

 そして、最後になりますが、先ほどの堤防の絡みのところで、ちょっとず

れる話ですが、前から建設課の方へ要望していました名神の下のバイパス道

路。あそこが、ごみが詰まって水がたまるというような形で、何とかしてく

ださいという話をやっていましたところ、１２月２日から３日ほどかけて、

ごみとか周辺の清掃をしていただいております。効果のほどは、まだちょっ

とわからないんですが、多分、水が抜けるということになっているかと思い

ますので、それは確認しますが、どうもありがとうございました。 

 これで、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○建部議長 西川議員の一般質問が終わりました。 

 続いて、７番 木村議員の一般質問を許します。 

 木村議員。 

○木村議員 ７番、木村でございます。改めまして、先ほども阪東議員も申さ

れていましたけど、北川町長の２期目ということで、ぜひともマニフェスト
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完遂を目指して、遂行を目指して頑張っていただきたいと思っております。 

 また、山田議員におかれましても、ご当選おめでとうございますというこ

とで、改めてお祝いを申し上げます。 

 私事ですが、私のモットーとして、是々非々で頑張りたいと、前回の選挙

でもポスターにも書かせてもらいましたけど、ほとんどの議員が、いわゆる

悪いことは悪いと、ええことはええという思いを持って、いろんな議案に対

して向かっておりますので、山田議員におかれましても、そういうようにひ

とつよろしくお願いいたしたいと思います。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 相手に物事を教えるとか、理解してもらうということは非常に難しいこと

でございます。自分ではわかっておるわけで、それを相手に教えるというこ

とは、過去にも私も経験がございますけど、教育実習で中学生に物事を教え

るということがございましたけど、ほんとうに非常に簡単なことやのに、簡

単にはあかんのやというようなことで、生徒さんに納得をしていただくのに

苦労したという覚えがございますので、今、言いましたように、あえて納得

してもらうということは非常に難しいと思います。ということで、まず最初

の質問になるんですが、簡単にでもわかりやすい説明をお願いしたいと思い

ます。 

 「せせらぎの里こうら」について、会計関係のことが質問に入っているわ

けですけど、要は、行政というのは１年間、予算をもって事業が決まり、遂

行されて決算になるという流れがございますので、１番、特に「せせらぎの

里こうら」についての予算関係のことは、ひとつわかりやすく、学生だと思

って答弁願えればと思います。あとの方は、多分早く済むと思いますので、

ちょっとここの１の部分に時間を割いてもらいたいと思います。それでは、

早速やらせてもらいます。 

 まず、９月補正をされたわけですけれども、せせらぎの補正予算を含め、

一般的な行政の予算、いわゆる歳入、歳出の仕組みということを説明願いた

い。例えば、農道舗装なんかで、補正予算を以前にも組んでもらったことが

あるんですけど、農道舗装などの補正予算とはちょっと違う、この「せせら

ぎの里こうら」の９月補正をしていただいたときには、ちょっと違うんじゃ

ないかと思いますので、説明をお願いしたいと思います。 

○建部議長 道の駅管理室長。 

○茶木道の駅管理室長 ９月で特別会計のこの運営事業の補正させていただき

ました。根本的には、地方自治法で歳入があれば、歳出をみていくという定

めがございます。これに基づきまして、歳入があるからこそ、歳出をしてい

くということが基本でございまして、今回の９月補正については、私も十分
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に説明をさせていただいたつもりですが、不十分な点もあったのかなと、自

分でも反省をしているところでございますが、やはり今回の大きな補正の額

につきましては、歳入があるということは、生産者の売り上げがあるという

ことから、歳入を見込んで、それに対する売り上げの支出をしていかなけれ

ばならないということで、歳出予算の計上をさせていただいているというこ

とが根本でございますので、入があれば、歳出をみていくというのは地方自

治法に基づいて予算計上させていただいたということでございますので、ご

理解をいただきたいなと思います。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 ありがとうございました。後の方でも、また同じような質問にな

ろうかと思いますけど、同じような説明でよろしいので、できたらお願いし

たいということをお頼みしておきます。 

 その次に、甲良町の道の駅、いわゆる１６番目ということなんでございま

すが、県内の道の駅で、オープン後、２、３年と書いたわけですけど、２、

３年の営業形態および状況をわかる範囲で、もちろん全てとは申しませんの

で、わかる範囲でお願いしたいと、聞きたいと思います。 

○建部議長 道の駅管理室長。 

○茶木道の駅管理室長 今回の運営につきましては、当分の間、町の方で運営

をしていくということでご理解を願っていると思いますが、当初から、この

計画の段階におきましては、いわゆる民営化をやっていくというのが、本来

の姿でございますので、年内にも町長と内部協議も大分しておるところでご

ざいますので、その内部協議に基づいて、新たな民営の方向をしっかりと見

出して、経営形態を変えていきたいというのが、本来の考え方でございます。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 ほかの道の駅の形態というのは、わかりませんか。 

○建部議長 道の駅管理室長。 

○茶木道の駅管理室長 全国的な部分で調べさせてもいただきましたが、町が

運営している、いわゆる行政が運営しているという箇所は何カ所かございま

したが、それにつきましても、約２、３年後に民営化されているというのが

現状でございます。そういうところの行政の方にも問い合わせもさせていた

だいたということもございます。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 ありがとうございます。わかりました。何とか２年、３年といわ

ず、少しでも早い方がええかとは思うんですが、そういう形態になることを

祈っております。 

 その次に、せせらぎの里の本オープンのその後の概算の利益額というのが
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気になりましたもので、お聞きしたいんですが。何か資料があればお願いし

たいんですが。 

○建部議長 道の駅管理室長。 

○茶木道の駅管理室長 今ほど、お手元の方、皆さん、各議員さんの方にもお

配りをさせていただきました。これは、款、項、目でいえば、目の中の直売

所運営費、これを細分化させていただいて、売り上げの実績を４月から１０

月まで計上させていただきました。１１月は終わっているわけでございます

が、今、その辺の整理をしておりますので、今回は１０月までということで

ご理解をいただきたいと思います。 

 まず、上の売上代金でございますが、全体合計でお話しさせていただきま

すと、合計額、４月から１０月で６，８０１万７，０００円の売り上げでご

ざいます。平均いたしますと、７で割らせていただきますと、９７１万７，

０００円の売り上げでございます。ここに、この下にございます売上原価で

ございますが、いわゆる生産者に８５％支払う部分、また、軽食コーナーで

材料購入をしている部分、端境期で市場から購入させていただいている部分

等々を含めますと、支払っている部分が、５，０５５万２，０００円でござ

いまして、単純収益といたしますと、１，７４６万５、０００円でございま

す。今回の目で、直売所運営費で計上させていただいていますので、そこに

は、いわゆる販売員さん８人の人件費、臨時調理師さんの人件費がございま

す。これを人件費合計２という形であらわしておりますので、この支出が７

４７万７，８８１円ということでございます。 

 それから、必要経費でございますが、駐車場の電気代とかガス代等々がご

ざいます。これが、約２２０万５，０００円、支払いをしております。ここ

にまだ計上はさせていただいておりませんが、いろいろ消耗品がございます

ので、それが支出で約２００万ほどございますが、そういうことから今回の

このペーパー上の実収益は差し引きさせていただきますと、合計額で約７７

８万２，０００円ということで、今、収益を上げているものでございます。 

 あと、下には入場者数がございまして、１０月まででは１８万５，１７１

人、４５％の方が購入していただいて、購入平均単価については８０９円と

いうことになっております。１０月までの約７カ月間の資料でございますの

で、ひとつよろしくお願いをいたします。 

 以上です。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 沢山数字が並んでおりますので、今すぐにという把握はできんわ

けですけど、今の実収益１－２＋３の部分で見てみますと、平均で約１３０

万ほど、月にということの理解でええんだと思いますが、これはまた勉強さ
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せていただきたいと思います。 

 ただ、１つ気になりますのは、９月補正のときに繰入金がマイナス５００

万と書かれていたと思うんですが、それは利益の一部であるという認識でい

いのかどうかをお尋ねしたいと思います。 

○建部議長 道の駅管理室長。 

○茶木道の駅管理室長 ご指摘のとおり、収益で上がっておりますので、一般

財源を５００万円減額させていただいたということでございます。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 そうでしたか。合っておりまして、納得させていただきました。 

 それからその次に、先般の町長選挙あるいは補欠選挙のときに配られたチ

ラシというのがあったんですが、チラシの中に事実とちょっと違うと思われ

るようなことが書かれていたと思いますので、そのことについてお尋ねした

いと思います。 

 私の聞きたかったのは、まず４点ほどがあったんですが、なぜオープン半

年で多額の補填が必要とか、あるいはお金が回らなくて運営は大丈夫なのか

とか、売れたら仕入れ先に支払うという形をとっているのに、なぜ金が必要

なのか、あるいは経理はどうなっているのかという４点の質問のようなこと

が書かれておったわけですけど、先ほども聞いたんですが、９月の議会でも

質問したように覚えております。ですから、今の疑問に関しては、どうやら

補正予算というのを誤解されているように思いましたので、質問をしたいと

思います。 

 まず、補填という文言と補正という文言の理解度の問題だと思いますが、

補填という言葉と補正という言葉について、お教え願えればありがたいと思

います。 

○建部議長 道の駅管理室長。 

○茶木道の駅管理室長 一般的に、補填といわれると、いわゆる一般財源を補

填しながら予算を組んでいくという形の中では理解できるのかなと思います

が、今回のこの特別会計については、補填ではなく、いわゆる売上計上が伸

びていることから、予算編成をさせていただいているということでございま

すので、先ほども答弁の中でも言いましたように、収入があるからこそ支出

をみていくというのが大原則でございますので、それに基づいて予算編成を

していただいていると。補填といわれると、やっぱり一般財源が補填されて

いるという形でとられやすいのかなと思います。９月補正のときでも、私も

説明は誠意させていただいたつもりですが、若干その辺がご理解がしていた

だけなかったかなという思いもしておるところでございますので、反省をし

ながら取り組んでいきたいと思っております。 
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 あと３点ほどございますが、お金が回らなくて運営は大丈夫かと書かれて

おられますが、これについても私の方はちょっと理解できませんので、答弁

は控えさせていただきたいなと思います。 

 仕入れ先の関係でございますが、それについては生産者が出していただい

ていますので、それの売り上げについては、支出はどこから出ているのかと

いうと、やはり予算を計上させていただいていますので、支出から予算をし

ていくというのが本来の姿ですので、いわゆる入ってきたさかいに、違う通

帳から出すとか、そんなことはできません。あくまでもこれは監査対象の予

算でございますので、特別会計で監査を受ける以上、しっかりとした経理も

やっていくということでございますので、経理の方につきましても、特別会

計で伝票を切りながら、町長の決裁を仰ぎながらしていくという本来の姿に

基づいて予算経理はさせていただいています。 

 ちなみに、レジを投入しておりますので、日々、売り上げの関係について

は、レジの売り上げとパソコンのデータ収集、現金、これは毎日、日計を合

わせております。それから、６時半になったら、大体、集計ができますので、

７時前には滋賀銀行の夜間金庫に職員が毎日、毎日、銀行までお金を持って

いってるという状況でございますし、日々、どういう売り上げがどうなって

いくのかというのは、レジシステムを導入しておりますので、そこでの日計

管理はしっかりとやらせていただいているという状況でございますので、ご

理解をいただきたいと思います。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 今ほども室長が言われましたけど、ほんとうに予算のことに関し

ましては、多分、先ほども言いました山田議員がもう一つ把握しにくいなあ

と思われていると思います。というのは、僕が初めて議員にならせてもらっ

たときのいきなりが３月議会の、いわゆる予算の議会でありました。何か右

を見ても、左を見ても、えらい難しいなあと、いろいろと勉強していかなあ

かんなあと思っていたことが思い出されますので、今の山田議員の気持ちは

重々わかると思います。 

 ですから、要は今も室長が申されましたように、説明の部分で簡単明瞭と

いろいろと一般質問のときには議長が言われておるんですけど、もちろん複

雑になったら、私たちは余計わかりませんので、簡単は簡単でいいんですけ

ど、納得のできるような説明をしていただきたいなと要望しておきたいと思

います。 

 それから、この項目で最後になりますけど、またダブっていくかもしれま

せんが、同じく９月議会の補正で２，８７６万円が議長裁決によって可決さ

れたというような経緯がございました。あのことに関して、万が一、否決だ
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ったらどうなっとんのかということで、想像したら恐ろしくなってきており

ました。可決ということで事なきを得たんだなあと思っておりますが、あの

ときに生産者組合に属されている方が、ちょっと私を捕まえて言われました

けど、かなり怒ってはりましたけど、例えば、今、私の後ろに西川議員もお

られるんですけど、西川議員もたしか生産者の一員だったと思いますが、あ

の項目がもし否決になったとしたら、西川議員がものを出されていて、例え

ば、１，０００円なら１，０００円で売れたということに対する１，０００

円の支出ができなかったんじゃないかと思っておりますが、そういうような

ことで、生産者の方が怒っておられるということについて、当然だと思うん

ですけど、見解があればお願いしたいと思います。 

○建部議長 道の駅管理室長。 

○茶木道の駅管理室長 予算が否決になればということでございますが、予算

が否決になれば、これはもちろんのこと、直売所、いわゆる道の駅としての

運営ができなくなるということになります。そうなると、やはり内部局でし

っかりやっていって、専決処分をしてやるのかとかそういう部分がいっぱい

出てくると思いますが、そうなれば今後の運営について、生産者との会議も

しっかりとして、方向は定めなければならなかったんではないかと思ってお

ります。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 ありがとうございました。そういうことで、私はちょっと道の駅

関連の特別会計は、ちょっとほかの予算とは若干やけど違うじゃないかと思

っておりますので、それは私事でございますので、まだまだ勉強させていた

だきたいと思っております。 

 そうしましたら、次、２番目の項目に移らせていただきたいと思います。 

 農地転用のことをお聞きしたいんですけど、以前にも説明があったような

んですが、ちょっと私の記憶に残っておりませんので、改めて説明をお願い

したいと思います。たしか、産業課が出された案が４年ぐらい前だったのか

と思いますけど、農道転用関係のお知らせというような配布物があったよう

に思います。申請期間もあったように記憶しているんですが、今現在はどう

なっておるかということと、農地転用にできるという区域があったように思

うんですが、それと重ねて説明をお願いしたいと思います。 

○建部議長 産業課参事。 

○阪東産業課参事 現在の状況について、説明をさせいただきます。平成２１

年度に農業振興地域の整備に関する法律第１３条の第２項が改正されました。

これによりまして、要件を全て満たす場合には見直しができるということに

なっております。この要件の中に、農業生産基盤整備事業完了後、８年を経
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過しているものとございます。甲良町は、平成１８年度に潅漑排水事業が完

了しておりまして、この８年後ということになりますと、平成２７年度以降

しか見直しができないということになります。 

 以上です。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 ちょっと言葉を聞き漏らしてしまったんですが、要は２１年に法

が改正されたということと、それから、８年間、簡単に言うたらさわれない

というようなことだと思うんですが、それが、２７年以降にまたどういう形

か知りませんが、以前と同じ形なのかどうかわかりませんけど、いわゆる以

前と同じ形やったら復活となるんですが、もう一度、何とか法と言われたん

ですが、ちょっと聞き漏らしましたけど、もう一度お願いできますか。 

○建部議長 産業課参事。 

○阪東産業課参事 農業生産基盤整備事業ということで、甲良町の場合には、

犬上川沿岸土地改良区で行っておりました潅漑排水事業というのが該当いた

します。 

○建部議長 町長。 

○北川町長 いわゆる甲良町の場合は、優良農地圃場整備をしております。過

去に土地利用計画の見直しということがございまして、それで、圃場整備の

青地も集落周辺については見直しをしようということがありまして、一時、

農転ができたという期間がございました。それから以降、金屋頭首工の改修

工事、金屋橋より上にあった頭首工をもう少し上の方に頭首工を変更して、

頭首工の改修工事をやりました。あの工事が平成１８年に終わった。その終

わってから８年間は、その頭首工の償却が終わるまで、その間は見直しは一

切できませんよと。というのは、要は用水を使うてもらわないと、あの頭首

工の償却ができないということで、農地転用は認めませんと、そういうこと

なんです。ただ、２７年度から償却が終わったら見直しができるかというと、

今、県がもう圃場整備をやって４０年からなるところの用水とか用排水路、

それの改修工事をやっていくという話も出ておりますので、その分について、

それがまた実施されると転用はまた難しくなるのかなという部分もあります。 

 したがって、今現在では、頭首工の償却が終わるまではだめですよという

ことでございます。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 町長、よくわかりました。ありがとうございます。 

 そうすると、その次に、その項目の２番目の質問で、池寺下之郷線あるい

は県道野口線のことを書いておるんですけど、その両サイドにある田畑の農

地転用の可能性というのは、今の説明によりますと、現在ではノーと受けと
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めなければならないなと思います。それならば、その次の役場東側の農地取

得のハウツーとお尋ねしておるわけですけど、そこの東側の農地を取得され

たと聞いておりますし、現実そうだと思うんですけど、そのときはどういう

ふうな方法で取得をされたのかということをお聞きしたいと思います。 

○建部議長 総務課参事。 

○中川総務課参事 まず、公民館の駐車場整備用地のことだと思います。まず、

その土地につきましては、農地農用地ということで青地でありました。当然、

役場が土地を買うて埋め立てようと思うと、白地にせんと埋め立てられませ

んので、今ほど言いましたように、犬上ダムの完了した８年間は白地にはで

きない。一応、農振法のルールがあります。それを白地にするには、土地収

用法という法律がありまして、その事業認定を受けると、町の判断でそこは

白地にできますよという法律があります。役場は、その法律に基づいて事業

認定をしました。９月１７日に許可がおりましたので、産業課の方で白地に

してもらいまして、所有者から土地を買ったという経緯があります。土地収

用法に認定されますと、農業委員会にかけなくても埋め立てられるという法

律がありますので、それを使って取得をしました。 

 以上です。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 多分、公共事業のことだけだとは思うんですけど、それは個々の

事案に対してはだめですか。 

○建部議長 総務課参事。 

○中川総務課参事 一応、土地収用法の第１条の目的というのがありまして、

公共の利益となる事業に必要な土地等の収用または使用に関し、その要件、

手続および効果ならびにこれに伴う損失の補填等について規定して、公共の

利益の増進と私有財産の調整を図り、もって国土の適切かつ合理的に利用に

寄与することを目的とするという法律で、第３条で３１項目あります。基本

的には庁舎なり、工場なり、研究所なりということで、基本的には公共事業

だけであります。 

○木村議員 ありがとうございました。よくわかりました。 

 そういう関係で、どうやら農転の農振法については、今のところ凍結され

ておると理解しておきたいと思います。 

 そうしましたら、その次に移らせていただきたいと思います。甲良町の人

口問題という部分で、過去にも何度か質問をされておったように思いますが、

各字においてさまざまな問題があるわけですけど、現実、人口減になってい

るのは現実でございます。ほんとうに各字、私は池寺なんですけど、池寺で

もほんとうに深く考えていかなければならない部分ということで、私も肝に
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銘じて行動している部分がございますが、今回の古川ＡＳさんの本社がオー

プンされました。それで、続いて工場の移転建設となるように聞いておりま

すが、甲良町にとっては、そのことはほんとうに最高のできだったと私は喜

んでおります。もちろん、税金関係の増ということは期待するわけですけど、

人口増になるチャンスだと思います。先ほどの農地転用ということが関係し

てくるかと思うんですけど、従業員さんたちに町内に定住をしていただけた

らと思いますが、どのように考えておられるのか。また、そのときには何名

ぐらいの増を考えておられるか、２点をお聞きしたいと思います。 

○建部議長 企画監理課長。 

○中山企画監理課長 今回の質問でございますけれども、議員さんの方にもご

報告させていただいているかと思いますけれど、古川ＡＳの工場増築という

ことで、現在進んでおります。現在は、２５年度に事務所棟、技術棟とが完

成して、運用はされておるんですけれども、当初から新工場を建設して増員

という計画はお持ちでございました。今も当然、お持ちでございます。 

 ただ、具体的な施工年次等につきましては、やっぱり会社さん等のいろい

ろなご事情もあるのかと思いますけれども、今、何年度建設、何人増員等、

具体的な提示はもらっておりませんので、現在では、今ほど質問いただいて

おります年次なり、増員見込み等についてはちょっと予測できないような状

況でございます。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 わかりました。先日、そこの古川ＡＳさんの前を通ったんですが、

工場の若干西側になろうかと思いますが、駐車場ということで云百台の車が

とめてあるのを常々見ておったんですが、この間、通ったときには１台もな

かったんですよ。ということは、イコール多分、工場の中に駐車場を確保さ

れて移られたんだなあと単に想像をしておったんですが、そのことがもしも

ちょっと教えていただければという部分と、あの駐車場の土地を持っておら

れて、たしか借りておられたと聞いておりますが、あの土地に関しては社宅

なりを建てることができるのかどうかということの２点をちょっとお聞きし

たいと思うんですが、よろしいですか。 

○建部議長 企画監理課長。 

○中山企画監理課長 正式な情報として聞いているわけではないんですけど、

今も車の方は県道沿いにちょっととめておられるんではないかと思います。

基本的に工場の裏の方に大きい駐車場、車をとめられるスペースができてお

りますので、そちらの方へも沢山とめておられるということを聞いておりま

す。 

 それと、そこのスペースに関しては、民間の土地として圃場整備のときに
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個人所有地として造成されたものでございますので、具体的な内容について

は、もう個人さんのものでございますので、ちょっと次の答弁については差

し控えさせてもらいたいと思います。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 確かに、個人の土地のもので、もちろん個人がどうされるかとい

うところまで、行政が立ち入ることはできませんので、ちょっと出過ぎた質

問だったなと思っております。 

 そうしましたら、もう最後になります。道路整備計画についてということ

をちょっとお尋ねしたいと思います。 

 県のアクションプログラムによると、池寺下之郷線が平成２５年、２６年

の計画があるように聞いておったんですが、今の状況はということをお尋ね

したいと思います。 

○建部議長 建設水道課長。 

○若林建設水道課長 議員お尋ねの道路は、町道の池寺下之郷線、通常、東部

農免というてる道路だと思います。この道路は、国道３０７号線から豊郷の

町道を経て、県道安食西八目線から国道８号線に接続し、そこから県道の賀

田山安食西線を経て、大津能登川長浜線に通ずる道路でございます。この道

路につきましては、彦根市、豊郷町、甲良町の１市２町にまたがる重要な広

域道路でございます。 

 このために、議員が申されましたように、滋賀県の道路整備アクションプ

ログラム２０１３という中に、市町事業としての位置づけがされております。

この道路は、広域的な道路でございますので、町道を整備するのがなかなか

難しいということで、県の方に対しまして、県道の昇格と県事業においての

事業の推進をお願いするという要望を再三しているわけでございますけれど

も、県の方からなかなか前向きに返事がないというのが現状でございます。 

 このために、甲良町としても重要な道路であるというのと、町の新総合計

画の中にも幹線道路の改良整備工事に位置づけられていることから、今のと

ころは町において事業がどうか推進できないかということを模索していると

いうところが現状でございます。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 わかりました。いろいろな問題があろうかと思いますが、新しい

湖東三山インターチェンジというスマートインターができあがっております。

それによって、道路の名前はわかりませんけど、何本かここら近辺で、３０

７から８号線へ抜けるという道が２本か３本あろうかと思いますが、その道

全てに８号線に至るまでに新幹線というでっかいものがございます。ですか

ら、その部分が非常に問題だと思っております。それをどういうふうにクリ
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アするのかということが問題になろうかと思います。 

 その部分と、それから、甲良町にとっては池寺から安食に抜ける道の両サ

イドに、池寺、長寺東、法養寺、下之郷という区がございまして、おのおの

で数年前からイワダレ草を植えさせてもらったことがございました。だから、

今ももちろん植わっているわけですけど、各字によって取り組み状況が違う

ように聞いておりますが、そのイワダレ草と、先ほど言いました新幹線をど

うするのかということの思いをお持ちでおられたら、その部分を聞きたいと

思います。 

○建部議長 建設水道課長。 

○若林建設水道課長 確かに、新幹線を横断する箇所につきましては、いろい

ろと問題がございまして、甲良町におきましては、尼子の踏切、それと呉竹

のところの踏切、両方とも一応、高架で、ガードで抜いていないので、そこ

の整備については、そこそこその道路については整備ができております。た

だ、役場敏満寺野口線については、再三、彦根湖東土木の方にも要望してお

りますように、８号線の交差点で出町の交差点がちょっと未改良でございま

す。 

 それで、今ありました東部農免につきましては、一応、幅が狭い状態での

橋でございますので、ここを抜いていくのはなかなか問題ということは以前

からも問題になっているところでございます。 

 そして、ヒメイワダレ草でございますけれども、これは具体的にまたこの

話が進めば、きれいにしていただいている、特に池寺さんなんかはきれいに

していただいているところかなとは思うんですけれども、これについてはま

た具体的な計画が出てきたときに協議をさせていただきたいと感じていると

ころでございます。 

○建部議長 木村議員。 

○木村議員 ありがとうございました。私の質問は、簡単に終わらせていただ

くことができました。 

 ただ、一番最初にも申しましたように、間違ったことを町民が理解されて

おったらとんでもないなと私も思いましたので、そこのところは、議会だよ

りなりということで対処をさせていただきたいと思って、今回の質問をさせ

ていただいたということでございます。 

 これで、質問を終わります。ありがとうございました。 

○建部議長 木村議員の一般質問が終わりました。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 
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（午後３時０２分 散会） 
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